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研究要旨 無承認無許可医薬品は，医薬品としての承認や許可がないにもかかわらず，医薬品と

しての目的性を持たせた製品であり，これらの流通により，適正な医療機会の喪失等，様々な健

康被害が予想されるため，医薬品医療機器等法により，その製造，販売，授与，広告が禁止され

ている．本研究は，専ら医薬品たる成分本質を適切に判断するための調査・分析を行い，また，

量的概念を含む判断基準の社会実装について検討し，同時に，既存の例示リストの見直し・整備

を行うことで，無承認無許可医薬品の流通を防止し，国民の健康と安全を確保する目的で行われ

る． 

我が国の「専ら医薬品として使用される成分本質（原材料）リスト（専医リスト）」に例示さ

れる成分であるかどうか，平成 30 年度～令和 2 年度に依頼のあった植物由来 16 品目及び化学

物質 20 品目の本質について文献調査等を行い，パスチャカ，キバナオランダセンニチ等，医薬

品の成分本質ワーキンググループでの議論が重要と考えられた品目について，その旨を調査結

果と共に報告した．他方，ED 治療薬類似化合物については， PDE5 の活性発現部に結合し，ま

た実際に阻害活性を持つことから，専ら医薬品に指定すべき成分本質と判断されるべきと考察

された． 

グレーゾーンの植物体に関する研究では，カツアバ製品の有害性評価のため，ドラーゲンドル

フ試液陽性を指標に，成分分画を行い，クマリン誘導体の 1 つである braylin を単離した．

さらに，コウトウスギ（紅豆杉）は，食薬区分上，心材の食品利用は可能だが,樹皮及び葉は

専ら医薬品として使用される成分本質に該当するため，商品の一部や断片等を対象として樹皮

と材の明確な区別法を確立する目的で，同属植物の地上部の形態について検討し，組織形態学

的手法が識別に活用できることを明らかにした． 

また，健康食品市場に流通する紅豆杉製品の基原植物を同定するため，同製品及び Taxus 属植

物試料について，葉緑体 DNA の trnS-trnQ IGS 領域の塩基配列解析を行った． 

さらに，その使用部位が非医の材部であることを確認した「紅豆杉」製品について，paclitaxel 

(PTX)含量を UPLC-UV 分析にて定量し，比較としてイチイ T. cuspidata の各部位においても，そ

の含量を調査したところ，T. cuspidata における各部位の PTX 含量は，樹皮＞葉＞種子＞枝＞心

材＞仮種皮の順であり，「紅豆杉」製品とイチイの心材の定量値は，ほぼ同程度であることが分

かった．これらの結果から，イチイの種子及びコウトウスギの心材を，「非医薬品」から「専ら医

薬品」に移行する改正案を作成した． 

また，専ら医薬品であるカスカラサグラダ及びフラングラ皮を使用と表示された健康食品の流

通が認められたことから，塩基配列解析による種同定と LC/MS による成分組成解析を行ったとこ

ろ，それぞれに特徴的なクロマトグラムが得られ，表示通りの原料を含むことが確認された． 
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さらに，沖縄に産するカキノキ科植物であるリュウキュウガキ(Diospyros maritima)につい

て，その果実は毒とされているが，時として，「柿」という名称から，誤食の可能性もあるため，

成分検討を行ったところ，カウレン誘導体，フラボン配糖体，トリテルペン配糖体とメガスティ

グマンを単離した．ただし，危害要因成分と予測していたナフトキノン誘導体の単離には至らな

かった．さらに，沖縄に産するレンプクソウ科（スイカヅラ科）植物であるソクズ(Sambacus 

chinensis)について，アシタバとソクズの若葉がよく似ており，近年，沖縄においてソクズの

青汁がアシタバジュースとして販売され健康被害が報告されていることから，ソクズの化学成

分について検討した．その結果，本植物の葉部より数種類の青酸配糖体が単離され，これを青

汁ジュースとして飲用することは危険であると考察された． 

また，韓国において誤用が問題となったハクシュウ及びイヨウイケマの市場品を用いて TLC

分析を行い，種々の分析条件で検討した結果，イヨウイケマにハクシュウと判別しうる明瞭な

スポットを観察し，当該スポットの成分について単離構造決定した． 

さらに，強壮用健康食品中に ED 治療薬類縁体が混入され，このものが原因と考えられる健

康被害が発生していることや，近年では，インターネットを介して ED 治療薬を購入するケー

スもあることから，健康食品中からの単離が報告されている新規 ED 治療薬類縁体について文

献調査を行った．その結果，2017 年以降，日本，韓国，台湾，シンガポールの４カ国から，計 

9 化合物が報告されており，その内訳は，7 化合物が sildenafil 誘導体，残り 2 化合物は， 

tadalafil 誘導体であった．このうち，dithiopropylcarbodenafil，dimethyldithiodenafil 及

び desmethylpiperazinyl propoxysildenafil の流通に備え，同化合物の標準品を購入し，各種

機器分析データ及び LC-PDA-MS 分析法をまとめた． 

食薬区分の量的規制に関する研究では，従前の研究で確立した Sennoside A，B の LC-MS によ

る検出条件をセンナ茎およびハネセンナ含有健康食品に適用して，定量分析を行った結果，セン

ナ茎含有健康食品においては全てのサンプルから Sennoside が検出され，ハネセンナ含有健康食

品においては 42製品中 37 製品から Sennoside が検出された．また，ハネセンナ含有健康食品の

うち 4製品について 1日あたりの Sennoside 摂取量が通常医薬品として用いられる用量（12 mg/

日）を超過するものが見られた． また，日局センナおよびハネセンナ葉の識別に適した化学成分の

探索を目的として LC-MS データによる多変量解析を行ったところ，センナを判別する指標成分とし

て Sennoside A，B，C および D，Tinnevellin glucoside，Isorhamnetin 3-O-gentiobioside，Vicenin-

II の 7 化合物，ハネセンナを判別する指標成分として Kaempferol，Kaempferol diglucoside の 2 

化合物を見出した． 

さらに，トウゲシバ（Huperzia serrata）（ヒゲノカズラ科）は，全草がセンソウトウの名称で，

「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質（原材料）リスト」（非医

リスト）に掲載されており，トウゲシバエキス含有健康食品が市場に流通しているが，その含有

成分であるアルカロイド Huperzine A によって吐き気や発汗に至った事例が報告されており，イ

タリアでトウゲシバエキス含有ダイエット用ハーブとの因果関係が疑われる薬物誘発性肝障害

と診断された事例も報告されている．そこで，市販のトウゲシバエキスおよび Huperzine 含有健

康食品について UHPLC-PDA-MS を用いて Hupenzine A の分析を行い，1日あたりの Huperzine A

摂取量を算出した． 

食薬区分リストの整備に関する研究では，食品衛生法改正に伴う指定成分制度の構築と連動し
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て，現行の非医リストの内容について，原材料の基原や使用部位，名称，別名等の項目と共に，

含有成分の種類とその毒性，市場流通実態，健康被害情報，食経験等を調べ，エンベリア，カイ

コウズ，カンレンボク，クジチョウ，ケイコツソウ，コオウレン，ハナビシソウ，ヒヨドリジョ

ウゴ，ヒルガオ，ビンロウジ，ルリヒエンソウについて，専医リストへの移行を提案する資料等

について整備した． 

また，セントウソウについて既報の薬理作用や毒性情報などを調査し，センソウトウの含有成

分として報告のあった 119 化合物中 113 化合物がアルカロイドであり，そのうち 4 成分

（lycopodine，lycoctonine，huperzine A，huperzine B）の急性毒性を調査した結果，lycopodine

及び huperzine B は劇薬相当，huperzine A は毒薬相当であった．以上の調査結果から，センソ

ウトウは，「非医リスト」から「専ら医リスト」に移行することが妥当であると考察した． 

 

 

 

 

研究分担者 
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A. 目的 

人が経口的に服用する物について，医薬品

に該当するか否かの判断は，「医薬品の範囲に

関する基準」（平成 31年 3 月 22 日付厚生労働

省医薬・生活衛生局長通知（薬生発第 0322 第

2 号）の別紙）に基づいて行われ，その判断例

が令和3年5月12日薬生監麻発0512第 1号，

厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対

策課長通知「食薬区分における成分本質（原材

料）の取扱いの例示の一部改正について」の別

添に，「専ら医薬品として使用される成分本質

（原材料）リスト（専医リスト）」及び「医薬

品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判

断しない成分本質（原材料）リスト（非医リス

ト）」として示されている． 

無承認無許可医薬品の流通は，適正な医療

機会の喪失等による様々な健康被害の発生が

予想されるため，厚生労働省医薬・生活衛生局

監視指導・麻薬対策課（監麻課）と密接に連携

し，専医リスト・非医リストに例示されていな

い成分本質（原材料）について，都道府県の薬

務課を通じて事業者より厚生労働省へ照会さ

れた場合は，医薬品としての使用実態，麻薬様

作用，薬理活性等を調査し，専ら医薬品に分類

するべきであるか注意深く検討する必要があ

る．また，無承認無許可医薬品流通の監視を念

頭に，グレーゾーンにある成分本質について

予め調査・分析を進めることにより，迅速に監

視・指導できる体制を整える必要がある．さら

に，近年，原材料を高濃度に濃縮して製造する

健康食品が見受けられることから，従前の研

究において提案した量的規制案の社会実装に

ついて検討する必要がある．また，機能性表示

食品の流通等により既存の例示リストの示す

範囲の明確化が求められていることに対応し，

既存リストの見直しを行う必要がある． 

このような状況において本研究は，専ら医

薬品たる成分本質を適切に判断するための調
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査・分析を行い，また，量的概念を含む判断基

準の社会実装について検討し，同時に，既存の

例示リストの見直し・整備を行うことで，無承

認無許可医薬品の流通を防止し，国民の健康

と安全を確保する目的で行われる． 

 

『食薬区分の判断に関する検討』では，無承

認無許可医薬品の調査と分析，有害性評価に関

する研究の他の分担研究と連携しながら，文献

調査等を行い，医薬生活衛生局監視指導・麻薬

対策課長が招集する「医薬品の成分本質に関す

るワーキンググループ」（食薬区分 WG）のため

の調査・検討を行った．  

 

『グレーゾーンの植物体に関する研究』では，

「カツアバ製品の含有成分について」の研究と

して，カツアバ製品中に含まれるアルカロイド

の探索を目的に，ドラーゲンドルフ試液陽性成

分について単離，同定を行った．なお，カツア

バはブラジルなどで使用される生薬であり，日

本国内においては食薬区分上，非医薬品に分類

され，強壮などを目的とする健康食品の原料と

して流通している．カツアバの基原植物は 

Erythroxylum catuaba とされているが， 

Trichilia catigua を基原植物とする場合もあ

り，これらが混同されている可能性もある． 

Erythroxylum 属にはコカノキ (E. coca) をは

じめとして，アルカロイドを含有する種が存在

しており，これらがカツアバとして製品中に入

っていた場合，摂取した人が健康被害を起こす

恐れがある．  

「イチイ属植物由来植物製品の鑑別に関す

る研究」として，市場に流通する『紅豆杉』の

使用部位の鑑別法を確立するべく，『紅豆杉』の

基原植物の１つであるT. wallichiana s.l. 及

び日本国内に流通するイチイ T. cuspidata の

枝を用い，イチイ属植物の樹皮，皮部，材部の

組織形態との比較検討を行った．なお，イチイ

科(Taxaceae)イチイ属(Taxus)植物は樹皮にジ

テルペンアルカロイド taxine や paclitaxel 

(taxol)を含むとされ，日本では『いちい』，『あ

ららぎ』の名で民間的に枝，葉が用いられるほ

か，中国では『紫杉』の名で葉，小枝が通経，

利尿の目的で糖尿病や腎疾患に，樹皮は古来糖

尿病に用いるとされる．近年，これらの仲間で

ある T. wallichiana や T. media の材が『紅豆

杉茶』と称され，リウマチ痛の緩解や癌に良い

などとして茶剤として流通するものが市場で

見いだされるようになった．コウトウスギ（紅

豆杉）は，材の食品利用は可能なものの，ジテ

ルペンアルカロイド類を含む樹皮は『専ら医薬

品』として扱われる成分本質であるため，商品

に混入されてはならない． 

「遺伝子情報による「紅豆杉」製品の基原植

物の同定について」の研究として，「紅豆杉」と

称する健康食品製品の安全性評価のため，同製

品に使用されているTaxus属植物の遺伝子鑑別

を行なった．なお，コウトウスギは，中国に分

布 す る イ チ イ 科 イ チ イ 属 植 物 ， Taxus 

wallichiana であり，原変種である var. 

wallichiana の他，var. mairei 及び var. 

chinensis の 3変種が存在し，ぞれぞれ，須弥

紅豆杉，南方紅豆杉，紅豆杉と呼称される．コ

ウトウスギも含めて，Taxus 属植物の多くには，

抗腫瘍活性物質である paclitaxel (PTX) をは

じめタキサン型ジテルペンアルカロイドが含

まれている．  

「「 紅 豆 杉 」 製 品 及 び イ チ イ (Taxus 

cuspidata)の各部位におけるパクリタキセル

(PTX)含量について」として，「紅豆杉」の同属

植物であるイチイ (Taxus cuspidata) は，樹

皮，葉，心材が専ら医薬品に区分され，果実が

非医薬品に分類されているため，材のみからな

ると確認された「紅豆杉」製品についても，安

全性確保の観点から，PTX の含量を UPLC-UV 分

析により定量した．さらに，心材部の含量比較

のため T. cuspidata を用いて, 部位別 (樹皮, 

葉, 心材など) に定量分析を行い，イチイ属植

物の食薬区分上の判断のためのデータを取得

した． 
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「健康食品として流通するカスカラサグラ

ダ及びフラングラ皮製品の基原種と成分につ

いて」の研究として，カスカラサグラダ及びフ

ラングラ皮を原料と表記している健康食品に

ついて，これらの製品の実態把握を目的に，塩

基配列解析による原料植物の鑑別及びLC/MS分

析による，アントラキノン類の組成解析を行っ

た．なお，カスカラサグラダ及びフラングラ皮

は，それぞれ，Frangula purshiana (Syn.: 

Rhamnus purshiana) 及び F. alnus (Syn.: 

Rhamnus frangula; 和名 セイヨウイソノキ) 

の樹皮由来の生薬であり，カスカラサグラダは，

日局7 (第二部) 及び日局8に収載されており，

現在でも，European Pharmacopoeia 及び US 

Pharmacopoeia に収載されている．センナと同

様に，瀉下目的で使用される西洋生薬としてカ

スカラサグラダ及びフラングラ皮が知られて

おり，これらの生薬も，cascarosides や

glucofrangulins などのアントラキノン類を含

有しており，センナと同様の機序により瀉下作

用を発揮すると考えられる． 

「リュウキュウガキの化学成分に関する研

究」として，リュウキュウガキの成分の検索を

行った．なお，リュウキュウガキ（D. maritima）

は沖縄本島から先島諸島にわたって自生して

おり，芳醇な果実を結ぶことが知られ，一般に

毒といわれているが，一見喫食が可能であると

見間違えられる可能性がある．この実にはナフ

トキノンであるが含まれ毒性を示す物質であ

るとされている． 

「ソズクの化学成分に関する研究」として，

ソズクの成分検索を行った．なお，ソクズ（蒴

藋 Sambacus chinennsis）はレンプクソウ科（以

前はスイカズラ科とされていた）ニワトコ属の

多年草で，本州から九州，沖縄まで分布し，東

南アジア等でも普通に分布しているが，これら

は近縁種と言われて，大変変種の多いことでも

知られている．アシタバとよく似ており，近年，

沖縄において本植物の青汁がアシタバジュー

スとして販売され健康被害が報告されている． 

「ハクシュウの成分研究」として，ハクシュ

ウについて成分精査を行い，イヨウイケマと判

別可能な簡便法として紫外線（UV）照射による

薄層クロマトグラフ（TLC）法を検討した．なお，

カシュウ（何首烏）はツルドクダミ（Polygonum 

multiflorum Thunberg）の塊根を基原とする第

17 改正日本薬局方収載の生薬であるが，韓国で

はカシュウの代わりにハクシュウ（白首烏；

Cynanchum wilfordii Hemsley の根）も使用さ

れてきた．近年，ハクシュウ配合の健康食品が

主に更年期障害を改善する目的で，韓国国内で

流通している．一方で，2015 年に韓国市場に流

通するハクシュウ配合製品を調査した結果，

65％の製品でハクシュウと形態が類似してい

るイヨウイケマ（異葉牛皮消）が使用されてい

ることが明らかとなり，それらの誤用が社会問

題となっている．イヨウイケマは，Cynanchum 

auriculatum Royle ex Wight の根を基原とし，

体重減少などの毒性を有することが報告され，

アメリカ食品医薬局（FDA）のデータベースでは

有毒植物とされている．また，従前の研究にお

いて，日本国外でカシュウ，ハクシュウ，イヨ

ウイケマとして流通する生薬の基原種につい

て，成分と遺伝子の両面から実態を調査した結

果，カシュウとして販売されていたもののなか

に誤った基原種由来のものが存在し，また，国

外でハクシュウとして流通するもののなかに

は，イヨウイケマの基原種やその他の種由来の

ものが見られることを明らかとしている．日本

においては，ハクシュウとイヨウイケマの誤用

は報告されていないが，今後，日本でも流通す

る可能性も考えられる． 

「健康食品中から見出された新規 ED 治療

薬類縁体の文献調査について」として，国立衛

研及び地方自治体における無承認無許可医薬

品の分析業務への情報提供のため，学術誌上に

新規流通が報告された ED 治療薬類縁体の文

献検索を行った．なお，厚生労働省では，昭和 

46 年の薬務局長通知，「無承認無許可医薬品の

指導取り締まりについて」を順次，改定し，「医
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薬品の範囲に関する基準」を提示するとともに，

監視業務を強化している．近年，国内の市場品

から新規の ED 治療薬類縁体が報告されるケ

ースは無くなっていたが，2018 年に再び，我が

国からの報告がなされた．  

「Dithiopropylcarbodenafil の LC-PDA-MS

分析について」として，海外において新規に流

通事例が報告された化合物群を含有する健康

食品が流通した場合に備え，それらの内，

dithiopropylcarbodenafil の標準品を購入し，

各種機器分析データとLC-PDA-MS分析法をまと

めた．なお，2017 年から 2018 年までに，海外

における ED 治療薬の新規類縁化合物は，11 種

類報告されており，いずれも強壮用健康食品中

から発見された．過去に，海外での報告から数

年後，日本国内の市場品から検出される例も認

められており，今後も監視業務を継続する必要

があると考えられる．  

「 dimethyldithiodenafil 及 び

desmethylpiperazinyl propoxysildenafil の

LC-PDA-MS 分析について」として，海外におい

て新規に流通事例が報告された化合物群を含

有する健康食品が流通した場合に備え，それら

の 内 ， dimethyldithiodenafil 及 び

desmethylpiperazinyl propoxysildenafil の

標準品を購入し，各種機器分析データと LC-

PDA-MS 分析法をまとめた．  

 

『食薬区分の量的規制に関する研究』では，

「センナ茎およびハネセンナ含有健康食品に

おける Sennoside の定量分析」として，従前の

研究にて見出した UPLC-MS により Sennoside A

および Bを独立したピークとして得る条件につ

いて，市販のセンナ茎またはハネセンナ含有健

康食品の分析に適用し，製品中に含まれる

Sennoside の定量分析を行った．なお，ハネセ

ンナ（Cassia alata）は「医薬品的効能効果を

標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本

質（原材料）リスト」（非医薬品リスト）に掲載

されており，キャンドルブッシュ，ゴールデン

キャンドル等の名称で，痩身，便秘の解消など

の目的で，健康食品として広く流通している．

ハネセンナには瀉下作用を有するSennoside類

が含まれているため，市販のハネセンナ（キャ

ンドルブッシュ）を含む製品に関する健康被害

事例も報告されている． 

「LC-MS を用いた Cassia 属ハネセンナお

よびセンナの分析に関する研究 （2）」として，

従前の研究にて見出した UPLC-MS により

Sennoside A および Bを独立したピークとして

得る分析条件を用いて，日局センナとハネセン

ナをサンプルとして，その両者を化学的に識別

する成分の探索を LC-MS データの多変量解析

によって行った．  

「トウゲシバエキスおよび Huperzine 含有

健康食品における Huperzine A の定量分析」と

して ，市販の トウゲシバエキスおよび

Huperzine 含有健康食品についてその安全性を

確認するため UHPLC-PDA-MS を用いて定性分

析を行うとともに，Hupenzine A の定量分析を

試みた．なお，ヒゲノカズラ科植物であるトウ

ゲシバ (Huperzia serrata) は，全草がセンソ

ウトウの名称で，非医リストに掲載されており，

認知・記憶機能の改善や記憶・学習能力の向上

の目的で，トウゲシバエキス含有健康食品とし

て広く流通している．また，Huperzine A は H. 

serrata より 1986 年に上海薬物研究所の Liu

らによって単離・構造決定されたアルカロイド

であり，強力なアセチルコリンエステラーゼ阻

害作用を有している．さらに，NMDA 型グルタミ

ン受容体拮抗作用が示され，アルツハイマー型

認知症治療薬として期待が持たれ研究がすす

められていた．一方，マウスに対する比較的強

い致死活性があることから，Huperzine A が含

まれる健康食品を過剰摂取した際に健康被害

を引き起こす可能性が考えられる． 

 

『食薬区分リストの整備に関する研究』では，

「非医リストの見直しに関する研究」として，

食品衛生法改正に伴う指定成分制度の構築と
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連動して改めて非医薬品リストの精査を行い，

専ら医薬品リストへの移行の候補としての 20

品目とその理由等について報告した．また，これ

らを含む 11 品目について，食薬区分 WGにて，非

医リストより専医リストへの移行について審議

を受けることとなり，その審議資料の整備を行っ

た． 

「センソウトウ（トウゲシバ）の成分本質（原

材料）の分類変更に関する調査」として，現在

非医リストに分類されているセンソウトウに

ついて，既報の薬理作用や毒性情報などを精査

し，非医リストから専ら医リストへの移行の可

能性について検討するための基礎的調査を行

った． 

 

B. 研究方法 

B-1.  食薬区分の判断に関する検討 

「食薬区分の判断に関する検討」では，主に

以下の①〜⑩の調査項目について検討した． 

①名称，他名等，部位等，備考 

②学名，基原植物和名等，生薬名，英名等 

③医薬品としての使用実態があるか 

④毒性データ 

⑤アルカロイド，毒性タンパク，毒薬劇薬指定

成分等を含むか 

⑥麻薬，向精神薬及び覚醒剤様作用があるもの

（類似化合物も含む）及びその原料植物である

か 

⑦主要な二次代謝産物等 

⑧主要な生理活性 

⑨その他注意すべき点 

⑩指定医薬品または要指示医薬品に相当する

成分を含むか 

 なお，本調査では，原著論文以外に，主に以

下の参考文献を使用した． 

1：日本薬局方（17 局） 

2：日本薬局方外生薬規格 2018 

3：（新訂）和漢薬， 医歯薬出版（赤松金芳） 

4：中薬大辞典， 小学館 

5 ： The Complete German Commission E 

Monographs Therapeutic Guide to Herbal 

Medicines,  The American Botanical Council 

(Com E) 

6 ： Botanical Safety Handbook, American 

Herbal Products Association 

7：Dictionary of Plant Toxins, Jeffery B. 

Harborne FRS, Herbert Baxter, Willey  

8：WHO Monographs on Selected Medicinal 

Plants 

9：ブラジル産 薬用植物事典（橋本梧郎） 

10：和漢薬百科図鑑（難波恒雄） 

11：原色牧野和漢薬草大図鑑，北隆館 

12：（原色）牧野植物大図鑑：北隆館 

13：日本の野生植物，平凡社 

14：園芸植物大辞典，小学館 

15：世界の植物，朝日新聞社 

16：中国薬典 2015 

 

B-2.  グレーゾーンの植物体に関する研究 

「カツアバ製品の含有成分について」では，

カツアバ製品中に含まれるアルカロイドの探

索を目的に，ドラーゲンドルフ試液陽性成分に

ついて単離，同定を行った．成分分画は，カツ

アバ製品粉末に CHCl3 と NH4OH を加えて振とう

し，CHCl3 層を回収したものについて，Flash 

chromatography に供して行った．構造解析に

は，高分解能 LC-MS OrbiTrap LTQ XL (Thermo 

Fisher)及び NMR ECZ600又は ECZ800 (Jeol) を

用いた． 

また，「イチイ属植物由来植物製品の鑑別に

関する研究」では， 試料として日本国内にて流

通していた商品『紅豆杉』(ティーバッグ仕様)，

及び比較植物の Taxus wallichiana Zucc. s.l. 

(中国名：南方紅豆杉)，イチイ T. cuspidata 

Siebold et Zucc. (中国名：北方紅豆杉)を用

い，主として横切片を作成し，必要に応じて

Sudan III 染色液やフロログルシン塩酸反応に

よる呈色反応のほか，Eau de Javell を用いた

漂白，透明化を施した後，光学顕微鏡（オリン

パス BX51）下にて観察した． 
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「遺伝子情報による「紅豆杉」製品の基原植

物の同定について」では，試料として前述の中

国上海の植物園より譲渡された植物標本

（Taxus wallichiana var. mairei 及び T. 

media）及び北海道帯広で採集したイチイ(T. 

cuspidate)並びに日本国内にて流通していた

商品『紅豆杉』(ティーバッグ仕様)を用い，ゲ

ノム DNA を抽出，精製し，葉緑体 DNA の trnS-

trnQ の遺伝子間領域を，PCR により増幅した．

PCR 産物を精製した後，ダイレクトシークエン

スにより塩基配列を決定し，塩基配列の整列は，

ClustalW により行い，系統樹は，Kimura の 2

パラメーターモデルにより作成した距離行列

に基づき，NJ 法により構築した．  

「「 紅 豆 杉 」 製 品 及 び イ チ イ (Taxus 

cuspidata)の各部位におけるパクリタキセル

(PTX)含量について」では， 試料として前述の

国内流通品『紅豆杉』及び北海道帯広で採集し

たイチイ(T. cuspidate)を用いた．イチイを樹

皮，葉，枝，心材，仮種皮，種子の 6つの部位

に分離し，それぞれを乾燥後に粉砕し，各部位

ごとにメタノールで抽出し，固相抽出カラムに

て前処理し，溶媒を留去後の残渣にメタノール

を加え，メスフラスコに移して定容し，0.45 μm

のメンブレンフィルターでろ過したものを分

析試料とした．「紅豆杉」製品の茶剤エキスは，

水にて煮沸抽出し，同様に前処理，定容，ろ過

を施して調製した．分析は UPLC-PDA-MS にて行

った． 

「健康食品として流通するカスカラサグラ

ダ及びフラングラ皮製品の基原種と成分につ

いて」では，医薬基盤・健康・栄養研究所・薬

用植物資源研究センター・北海道研究部より譲

り受けたカスカラサグラダ及びセイヨウイソ

ノキ標準植物試料，及び，インターネット上の

販売店より購入した健康食品製品，並びに，参

考試料として，松浦薬業株式会社より譲り受け

た生薬として使用されるカスカラサグラダを

用い，ゲノム DNA を抽出し，ITS 領域及び葉緑

体 DNA の trnH-psbA 領域を含む DNA を，PCR に

より増幅した．PCR 産物を精製した後，塩基配

列を決定し，塩基配列の整列は，ClustalW によ

り行った．また，各試料をミキサーミルで粉砕

し，粉末にメタノールを加えて振とう抽出を行

った．抽出液を遠心し，上清を試料溶液として

LC/MS 分析に供した． 

「リュウキュウガキの化学成分に関する研

究」では，先島諸島八重山郡竹富町で採集した

リュウキュウガキの葉を MeOH で抽出し，濃縮

残渣を水に懸濁して，EtOAc で分配して EtOAc

可溶画分と水可溶画分を得た．水画分はさらに

1-BuOH と分配して 1-BuOH 画分を得た．1-BuOH

画分を Diaion HP-20，silica gel カラムクロ

マトグラフィーで精製し，得られた化合物は，

核磁気共鳴スペクトルを中心とする，機器分析

によってその構造を明らかとした．トリテルペ

ンサポニン及びその加水分解物については

A549 細胞におよび Leishmania major に対する

生物活性を検討した． 

「ソズクの化学成分に関する研究」では，沖

縄県中頭郡本部町で採集したソクズ(S. 

chinensis)の地上部（5.45 kg）を MeOH で抽出

し，濃縮残渣を水に懸濁して，EtOAc で分配し

て EtOAc 可溶画分と水可溶画分を得た．水画分

はさらに 1-BuOH と分配して 1-BuOH 画分を得た．

1-BuOH 画分を Diaion HP-20，silica gel カラ

ムクロマトグラフィー,，液滴向流クロマトグ

ラフ(DCCC)，高速液体クロマトグラフ(HPLC)で

精製して８種の化合物を得た． 

「ハクシュウの成分研究」では，ハクシュウ

を 80% メタノール中でホモジナイズし，濾過後，

濃縮し，n-ヘキサン，酢酸エチル（EtOAc），n-

ブタノール（BuOH）で順次分配し，n-ヘキサン

エキス，EtOAc エキス，n-BuOH エキス，H2O エキ

スを得た．EtOAc エキスを Chromatorex ODS カ

ラム クロマト グラフィー等で分取し，

cynandionene A 等を得た．また，n-BuOH エキス

を Diaion HP-20 カラムクロマトグラフィー等

を繰り返し， 2-O-β-laminaribiosyl- 4-

hydroxyacetophenone 等を得た． 
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一方，イヨウイケマを 80% MeOH 中でホモジ

ナイズし，濾過後，濃縮し， n-ヘキサン，EtOAc，

n-BuOH で順次分配し，n-ヘキサンエキス，EtOAc

エキス，n-BuOH エキス，H2O エキスを得た．EtOAc

エキスを MeOH に溶解し，分取 TLC〔n-ヘキサン:

アセトン（1:1）〕で分取し wilfoside C1N 等を

得た． 

得られた化合物ついては，NMR スペクトル等

の各種機器分析データを文献値または標品デ

ータとの直接比較により同定した．  

TLC による分析では，粉砕したハクシュウま

たはイヨウイケマをそれぞれ MeOH で超音波処

理（5 分間）により抽出し，抽出液を遠心分離

後，その上澄みを試料溶液とした．試料溶液を

それぞれ 5 μ L スポットし，展開溶媒

〔EtOAc:H2O:MeOH:酢酸（200:10:10:3）〕で約 8 

cm 展開後，UV（254 nm）照射下で検出した． 

「健康食品中から見出された新規 ED 治療

薬類縁体の文献調査について」では，Google 

Scholar を 用 い ， ”sildenafil” / 

“vardenafil” / “tadalafil” と 

“dietary supplement” でコンビネーション

検索し，2017 年以降の報告を抽出した．  

「Dithiopropylcarbodenafil の LC-PDA-MS

分析について」では， ED 治療薬及びその類縁

化合物を含有する健康食品 2 製品，並びに

Dithiopropylcarbodenafil の標準品について，

LC-PDA-MS を用いて分析条件の検討を行った．  

「 dimethyldithiodenafil 及 び

desmethylpiperazinyl propoxysildenafil の

LC-PDA-MS 分析について」では，ED 治療薬及び

その類縁化合物を含有する健康食品 2 製品，並

び に dimethyldithiodenafil 及 び

desmethylpiperazinyl propoxysildenafil の

標準品について，LC-PDA-MS を用いて分析条件

の検討を行った． 

 

B-3 食薬区分の量的規制に関する研究 

「センナ茎およびハネセンナ含有健康食品に

おける Sennoside の定量分析」では，市販の日

局センナ，ハネセンナ葉，センナ茎含有健康食

品およびハネセンナ含有健康食品を検体とし，

ミキサーミル MM400（Verder Scientific 社製）

にて粉砕した後，得られた粉末試料を 70% MeOH

にて抽出し，LC-MS 分析条件に附した．また，

粉末試料を熱水に懸濁し，湯浴（70 °C）中マ

グネティックスターラーを用いて撹拌したも

のを 50% MeOH に溶かして試料溶液とし，同様

に LC-MS 分析条件に附した．LC-MS 分析には

UltiMate 3000 RS LC system および Q Exactive 

Quadrupole-Orbitrap ハイブリッド型質量分

析計（Thermo Fisher Scientific 社製）を用い

た． 

「LC-MS を用いた Cassia 属ハネセンナおよ

びセンナの分析に関する研究 （2）」では，市販

の日局センナ及び栽培品のハネセンナ葉を検

体とし，ミキサーミルにて粉砕した後，得られ

た粉末試料を 70% MeOH にて抽出し，LC-MS 分

析条件に附した．測定データをメタボローム解

析ソフトウェア Progenesis QI ver. 2.0

（Waters）で処理し，ピークの検出，アライメ

ントを行い，EzInfo（Waters）でデータマトリ

クスを作成し，SIMCA Ver. 14（Umetrics）を用

いて判別分析を行った． 

「トウゲシバエキスおよび Huperzine 含有

健康食品における Huperzine A の定量分析」で

は，インターネットで販売されているトウゲシ

バエキスまたは Huperzine 含有健康食品を検

体とし，ミキサーミルにて粉砕した後，得られ

た粉末試料を MeOH にて抽出し，LC-PDF-MS 分

析に附した． 

 

B-4 食薬区分リストの整備に関する研究 

「非医リストの見直しに関する研究」では，  

非リストの植物由来の品目について，原材料

の基原や使用部位，名称，別名等の項目と共に，

含有成分の種類とその毒性，市場流通実態，健

康被害情報，食経験等を調べ，「非医リスト」に

収載されることの妥当性について検討した．こ

のうち，11 品目について，専医リストへの移行
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を提案する根拠となる資料を集めた． 

「センソウトウ（トウゲシバ）の成分本質（原

材料）の分類変更に関する調査」では，センソ

ウトウ（トウゲシバ）の 1) 成分本質（原材料）

の概要：植物・動物等由来，2) 含有成分等に関

する情報，3) 成分本質の医薬品としての使用

実態に関する情報，4) 含有成分等の医薬品と

しての使用実態に関する情報，5) 食経験に関

する情報，6) 成分本質の安全性に関する情報，

7) 含有成分等の安全性に関する情報，8) 諸外

国における評価と規制に関する情報について，

文献，各種公定書やデータベースなどを参考と

し，調査を行った． 

 

 (倫理面への配慮) 

 ヒト由来サンプル及び実験動物を使用して

おらず，該当する事由はない． 

 

C. 結果・考察 

C-1.  食薬区分の判断に関する検討 

新規に調査以来のあった天然物は以下の 16

品目であった． 

パスチャカは，ペルーの中央アンデス山系に

自生するゼラニウム属ハーブであり，抗糖尿病

作用を持つことが知られている．本品について

は，成分的な研究は，殆どないものの，生理活

性についての論文において，成分構成の表があ

り，カテキンや，エピガロカテキン，クエルセ

チン等ポリフェノールを含むとの記載がある

のみである．一方で，特許関係には，男性ホル

モン様作用，teststerone 5-α-reductase 阻害

作用（ノコギリヤシ油相当），α-グルコシダー

ゼ阻害作用等の報告があるものの，RTECS には，

評価に役に立つデータは存在しなかった．この

うち，特開 2007-230988 では，本品エキスに男

性ホルモン様作用があると報告しており，最低

活性量として．一日量 10mg/kg で効くとされて

いる．従って，ヒト体重 50ｋｇとして，500mg

投与すると男性ホルモン用作用があるとすれ

ば，医薬品としての活性レベルである物と考え

ることも可能と推定された．他方，専ら医薬品

としてしての使用実態があるわけではないの

で，この点で，WGでの議論が重要と考えられた．

ただし，動物実験の結果を見ると（パウダー

1％），この量では安全性に問題無く，またヒト

試 験 で 1.2 ｇ /day (Glycactive Stress 

Research 22015: 2(4),208-216)でも問題ない

とのデータも報告されており，基本的に量の問

題であるとも考えられた．  

 コウキクサは，学名が不適切で，Lemna minor 

L.であるべきである．また，この学名は，The 

plant list でウキクサ（浮草，Spirodela 

polyrhiza）のシノニムとなっているが，S. 

polyrhiza の抽出物 については，ipで mouse に

対して LD50 が 150mg/kg となっている．ただ

し，通常，LD50 値が出ているときは，Effect 欄

は空欄であるべきだが，M10（尿量増加）となっ

ており， その原因は不明である．もし，LD50 が

150mg/kg とすると，WG での議論が重要と考え

られる．また，コウキクサの同属の Lemna 

paucicostata Hegelm だと，さらに ip mouse で 

LD50 が 100 mg/kg で劇薬基準となる．ただし，

これにもEffectがあり，H30血管その他の変化，

M10 となっているおり注意深い議論が必要であ

る． 

 インド月桂樹は，クスノキ科で，精油が豊富

な植物で，抗糖尿病，抗高脂血症等に関する生

理活性が報告されているが，これはケイヒでも

同様である．精油からは，cinnamyl acetate 

cinnamaldehyde ，linalool，eugenol 等が主成

分として同定され，これらのうち，eugenol の

LD50 値は，iv mouse 112mg/kg，oral rat 

810mg/kg とやや強いが，通常の用途で特に問題

はないと考えられる．また，アルカロイドは同

定されておらず，食経験とケイヒの類縁植物で

あることを考え合わせると，非医薬品であるも

のと考える．ただし，名称は，世界有用植物事

典での記載のタマラニッケイを推奨する． 

 肝臓エキスは，その名称では，医療用医薬品

原料であるが，カツオ肝臓の場合は，一般用医
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薬品（第二類）の原料(レバコール)で，医療用

医薬品原料についての精査が重要と考える． 

 霊芝は，子実体とすれば，食経験より非医と

考えられるが，菌糸体の場合，菌糸体による固

形培地の分解物や菌糸体の自己消化成分など

も含まれ，その主な物質として多糖類，蛋白質，

核酸，微量元素，リグニン，リグニンの分解産

物であるポリフェノール類などについても考

慮する必要性がある．従って，菌糸体について

は，培地も含めて製造方法を考慮して食薬区分

を議論する必要性があるかもしれない． 

Polygonum tinctorium は，その構成成分が，

主にフラボノイド系のポリフェノール類の配

糖体で，さらに一応の食経験と，ラットの急性

経口毒性試験の結果を考え合わせると，非医と

推定するが，タデであるため，生薬，青黛を製

造する原料にもなり得るので，その点について

議論が必要と考える． 

ソリザヤノキは，oral, mouse で LD50 が

487mg/kg の lapacholを含有することについて，

議論が必要と思われる． 

キバナオランダセンニチの葉・花・茎葉，ガ

ルシニア・インディカの果皮，ソリザヤノキの

樹皮及びエフェドリンアルカロイド除去麻黄

エキス（EFE）については，成分本質自体あるい

は含有成分の毒性，医薬品としての使用実態，

食経験等に関する調査結果より，医薬品に該当

しないと判断して差し支えないと考察した．た

だし，同属植物のガルシニア・カンボジアにつ

いて，平成 14 年 3 月 7 日に「ガルシニア抽出

物を継続的に摂取する健康食品に関する情報

提供について」（食発第 0307001 号通知）が発出

され，「過剰摂取を控える旨の注意喚起を表示

や説明書等により，当該食品を利用する消費者

に見易く且つわかりやすく行うこと．」等が通

知されている．幸い我が国ではガルシニアパウ

ダーによる健康被害情報を報告されていない

が，近年，海外においては多くの健康被害情報

が報告されており，ガルシニア・インディカの

主な含有成分（ヒドロキシクエン酸，Garcinol

等のベンゾフェノン類，アントシアニン類）は

ガルシニア・カンボジアと共通していることを

鑑み，ガルシニア・カンボジアと同様の注意喚

起を実施する必要があるか検討する必要があ

るものと思われる． 

EFEの原料であるマオウは専医リストに収載

され，海外においても注意を要する素材として

扱われている．今回申請のあった製品を，申請

者以外の事業者が製造した場合，今回と同等の

安全性が保証されるとは限らないため，EFE を

独立の品目として一般化して非医リストに収

載することは妥当ではないと考察した． 

キュウリ抽出物については，個別の製品（加

工食品，中間加工品）であるため，食薬区分 WG

における議論の対象ではないと考察した． 

ゴマについて，種子，種子油，根は既に非医

リストに収載されているが，新たに葉及び地上

部の食薬区分判断の申請があった．ゴマの葉及

び地上部に関する毒性，医薬品としての使用実

態，食経験等に関する調査結果より，医薬品に

該当しないと判断して差し支えないと考察し

た． 

専医リストに既収載のブクリョウについて

は，食薬区分見直しに関する申請があったが，

我が国においてほとんど食品として利用され

ず，専ら医薬品目的に使用されており，専医に

留め置くことが妥当と考察した． 

次に，調査依頼のあった化学物質等のうち，

ジオスゲニン，酸化亜鉛，エルゴチオネイン，

ベータヒドロキシ酪酸及びテアクリンについ

ては，成分本質自体あるいは含有成分の毒性，

医薬品としての使用実態，食経験等に関する調

査結果より，安全性に特段の問題はなく，医薬

品に該当しないと判断して差し支えないと考

察した． 

ホスファチジルイノシトールについては，提

出されたデータが，大豆より抽出精製したレシ

チンに酵素処理を行い，ホスファチジルイノシ

トールを濃縮精製したものについて検討され

たものであり，ホスファチジルイノシトールそ
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のものに関するデータではないため，この点の

扱いについて WG における議論が必要であると

思われた． 

還元型グルタチオンについては，日本薬局方

収載のグルタチオンと同一のものであり，グル

タチオンは国内で医療用医薬品としての使用

実態があり，既に専医リストに収載されている

ため，還元型グルタチオンも医薬品に該当する

と判断することが妥当と考察した． 

この他に，専医リストに既収載のグルタチオ

ン，1-デオキシノジリマイシン，タウリン，γ

―オリザノール，S-アデノシル-L-メチオニン

について，食薬区分見直しに関する申請があっ

た．グルタチオン，タウリン，γ―オリザノー

ル，S-アデノシル-L-メチオニンについては，日

本あるいは海外にて医療用医薬品成分として

使用実績があり，食薬区分の見直しを行うべき

新たな知見が生じたわけではなかったため，い

ずれも専医リストに留め置くことが妥当と考

察した．1-デオキシノジリマイシンについては，

血糖降下作用，脂肪蓄積抑制作用が報告されて

おり，これらは医薬品として規制する必要があ

るものと考えられるため，専医リストに留め置

くことが妥当と考察した． 

新規に調査以来のあった化学物質等は以下

の 20 品目であった． 

ノルタダラフィル，ノルカルボデナフィル，

プロポキシフェニルノルアセチルデナフィル

は ED 治療薬類似物質であり，PDE5 の活性発現

部に結合し，また実際に阻害活性を持つこと，

さらに処方箋薬であるシルデナフィル，タダラ

フィル様の作用を意図して合成されたものと

考えられることから，専ら医薬品に指定すべき

成分本質と判断されると考察した． 

 ジメチルジチオノルカルボデナフィルにつ

いて，その構造からシルデナフィル様の作用を

期待して合成された物質と推測され，その構造

から容易に Phosphodiesterase 5 阻害活性を持

つことが予測できる化合物であり，処方箋薬で

あるシルデナフィルに相当する成分であると

考えられ，保健衛生上の観点から医薬品成分と

して規制を行う必要があるものと考察した． 

ピリミデナフィルは，その構造からシルデナ

フィル様の作用を期待して合成された物質と

推 測 さ れ ， そ の 構 造 か ら 容 易 に

Phosphodiesterase 5 阻害活性を持つことが予

測され，実際にシルデナフィルの約 3.2 倍のホ

スホジエステラーゼ５阻害活性があることが

報告されていた．従って，本物質は，処方箋薬

であるシルデナフィルに相当する成分である

と考えられ，保健衛生上の観点から医薬品成分

として規制を行う必要があるものと考察した． 

  これらの情報は，平成 31 年 3 月 15 日，

令和 元年 7 月 9 日, 同 9 月 13 日, 同 12 月 9

日，令和 2 年 2月 18 日，同 2年 6月 16 日, 同

7 月 14 日, 同 9月 25 日，同 12月 15 日，令和

3 年 3 月 5 日に開催された食薬 WG における基

礎資料となった． 

また別に，ホコウエイ，マツホド菌核，イリ

ス，ニコチンアミドモノヌクレオチド，ウンカ

ロアポ，スマック，ウシの血漿由来免疫グロブ

リン, エゾウコギ，ニコチンアミドリボシドク

ロライド，杭白菊, ワスレグサ, サナギタケ，

セージ，HMB-Ca, ゴミシ，ゲンチアナ等，スペ

イン産ベルモット等，イリスやロクジョウ等，

担当部局からの問いあわせに，科学的見地から

対応した． 

 

C-2.  グレーゾーンの植物体に関する研究 

「カツアバ製品の含有成分について」では， 

全 15 検体について TLC 分析を行った結果， 

6 検体で UV 254 nm に吸収を持ち, 365 nm 照

射により青色の蛍光を発するスポットを認め

た．これらのスポットは，いずれもドラーゲン

ドルフ試液陽性であった．また， 2 検体で，上

記のスポットと Rf 値の異なるドラーゲンドル

フ試液陽性のスポットを検出したが，このもの

は，UV 照射による吸収／蛍光を認めなかった．

ドラーゲンドルフ試液陽性スポットが検出さ

れた検体のうちの前者のグループの1つについ
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て，当該スポットの分離精製を行った． CHCl3 

画分について，Flash chromatography 分取を行

い，6 つの画分を得た．このうち，最も精製度

が高いと思われた画分について，高分解能 LC-

MS 分析を行った結果，このものはほぼ単一の成

分で構成されており，構造解析を進めた結果，

イソプレニル化されたクマリン化合物の

braylin と同定された．  

「イチイ属植物由来植物製品の鑑別に関す

る研究」では，イチイ Taxus 属植物の T. 

wallichiana s.l.及びイチイ T. cuspidata の

枝における一般的形態を観察した後，商品『紅

豆杉』の形態と比較検討したところ，『紅豆杉』

商品は T. wallichiana s.l.の材の組織形態学

的特徴とよく一致し，イチイ属植物の材が用い

られていることが分かった.  

『紅豆杉』商品は，中国国内の法規制を理由

に，雲南省の栽培品を主に利用するとの情報が

ある．一方，イチイ属は大型材から茶器を製す

るとの情報もある．今回入手した『紅豆杉』商

品からは，比較植物の髄に多く認められた石細

胞がまったく認められなかったことから，『紅

豆杉』の商品は，大型のイチイ属樹木の材の端

材や切削くずなどを粉砕して用いた可能性も

示唆される． 

「遺伝子情報による「紅豆杉」製品の基原植

物の同定について」において，中国の植物園よ

り譲り受けた 2つの標本（試料 1, 2）は，どち

らも同一の配列を示し，全長 1684 bp であった．

一方，イチイ T. cuspidata（試料 3）は，全長

1682 bp, 紅豆杉製品は，1687 bp であった．特

に，スペーサー領域の後半部に，塩基の挿入／

欠失が多く認められた．それぞれの配列に対し

て blast search program による相同性検索を

行った結果，試料 1, 2 の配列は，Hao らが T. 

wallichiana var. mairei の配列として登録し

ているものと一致したほか，その他の T. 

wallichiana var. mairei のものとして登録さ

れている 7 つの配列と 99.7%以上の相同性を示

した．一方，試料 3 の配列は，Hao ら，Wu らが

T. cuspidata の配列として登録しているもの

と完全に一致し，さらに，その他の T. 

cuspidata の配列 5 種と 99.76%以上の相同性

を示した．紅豆杉製品の配列は，Hao らが T. 

wallichiana の配列として登録しているものと

完全に一致し，その他の T. wallichiana (var. 

wallichiana) の配列 5種と 99.82%以上の相同

性を示した． 

ここで明らかにした Taxus 属植物の trnS-

trnQ IGS 配列に，Hao らが，国際塩基配列デー

タベース (DDBJ/EMBL/GenBank; INSD) に登録

しているTaxus属植物の配列を加えて作成した

系統樹では，試料 1, 2 の配列は，それぞれ，デ

ータベース上の T. wallichiana var. mairei

からなるクラスターに配置された．同様に，紅

豆杉製品の配列も，T. wallichiana var. 

wallichiana の配列からなるクラスターに配置

された． 

以上のことから，試料 2 は，T. media とし

て譲渡されたが，試料 1と同じ，T. wallichiana 

var. mairei (南方紅豆杉) であった．また，今

回，解析に用いた紅豆杉製品の基原植物は，相

同性検索の結果からも予想された通り，T. 

wallichiana var. wallichiana であると同定

された． 

「「 紅 豆 杉 」 製 品 及 び イ チ イ (Taxus 

cuspidata)の各部位におけるパクリタキセル

(PTX)含量について」では，まず，PTX の LC 条

件の検討を行った．PTX は 3 つの芳香環を含む

6/8/6 員環からなるタキサン型ジテルペンであ

り，非常に疎水性の高い化合物であることから，

最初の移動相 B 比率を 43%に設定し，溶出時間

の短縮を図るとともに，UPLC 用カラムを使用し，

Sep-Pak による前処理により調製した試料溶液

について，PTX と各試料中の夾雑成分との分離

を試みたところ，PTX と夾雑成分は，ベースラ

イン分離した．続いて，PTX 抽出条件の検討を

行った．抽出は，イチイ全体の粉砕試料 100 mg

に対し，メタノール 1 mL を加え 30 分間，振と

う抽出することにより行った．遠心分離後，上
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澄み液を 2 mL メスフラスコに回収し，メタノ

ールで定容したものを分析試料とした．残渣を

同様の方法で抽出後，再度分析し，残存率を算

出し，最終的に，抽出回数は 4 回と決定した．

さらに，分析法のバリデーションを行い，標準

品と試料の両面から評価し，検量線の直線性，

併行精度，分離度，特異性，回収率いずれも良

好な結果が確認された．その上で，T. cuspidata

の各部位における定量値を求めたところ，その

含量は樹皮＞葉＞種子＞枝＞心材＞仮種皮の

順に高いことが明らかになった．タキサン骨格

を有するアルカロイドはイチイ属植物の各部

位から報告されているが，種子を覆う仮種皮部

分には含まれていないとされていたが，今回の

測定では微量含まれていることが分かった．た

だし，イチイの仮種皮部は古くから食経験があ

ることから，食薬区分上の扱いは，現行通り，

非医薬品で良いと考える．一方，種子における

含量は，樹皮や葉と同程度含まれていることが

確認されたことから，専ら医薬品へ移行するの

が適切と考えられた．また，現在の食薬区分リ

ストでは，種子及び仮種皮に相当する部分を

「果実」と表記していると思われるが，イチイ

は裸子植物であり，子房を持たないことから，

真正果実は存在しない．このため，現在の「果

実」の表現は，「仮種皮」と「種子」に改める必

要がある．以上のことから，イチイの食薬区分

上の扱いは，種子を専ら医薬品に移行し，仮種

皮を非医薬品に留めるべきと考える． 

次に，「紅豆杉」製品とイチイの各部位にお

ける PTX の定量値を比較した．その結果，イチ

イの心材部分と「紅豆杉」製品は，ほぼ同程度

の定量値を示し，両者に大きな差は確認されな

かった．今回，我々は一連の分析において，「紅

豆杉」製品の使用部位を材部と特定し，遺伝子

鑑別から，基原種を T. wallichiana var. 

wallichiana と同定した．従って，イチイの材

部と「紅豆杉」製品の定量値が同程度なのは妥

当な結果と考えられた． 

「紅豆杉」製品との定量値の比較では，心材

とほぼ同じ定量値を示した．また,「紅豆杉」製

品は茶用飲料として用いられることから, 茶

剤の PTX 含量も調査した．その結果，PTX は極

微量ながら含まれていることが確認された． 

今回分析した「紅豆杉」製品は茶用飲料とし

て用いられることから, 茶剤中のPTX含量も調

査したところ，PTX は極微量ながら含まれてい

ることが確認された．PTX の毒性は，LD50 が 12 

mg/kg (mouse, 静脈投与)であることなどを考

慮すると，本製品の摂取により，直ちに健康被

害が発生する可能性は低いと考えられるが，

PTX は毒薬であり，濃縮エキス製品の販売の可

能性や多量摂取の危険性，イチイの食薬区分上

の扱いとの整合性を考えると，材部も専ら医薬

品に移行すべきものと考える．ただし，茶剤に

ついては，トウシンソウの例に倣い，除外処置

を検討する余地はあるものと思われる． 

なお，現行の食薬区分リストでは，「ハクト

ウスギ」の別名が「ウンナンコウトウスギ」と

されているが，ハクトウスギは，Pseudotaxus 

chienii を指し，コウトウスギとは，属レベル

で異なる植物であることから，両者は，別品目

として収載されるべきである．以上のことから，

コウトウスギ，ハクトウスギの食薬区分上の扱

いは，以下の通り改正することを提案する．専

ら医薬品リストは，ハクトウスギとコウトウス

ギに分けた上で，コウトウスギの別名に，ウン

ナンコウトウスギを記載し，部位に心材を含め

る．一方，非医薬品リストは，ハクトウスギの

別名からウンナンコウトウスギを削除し，さら

に備考欄にコウトウスギの樹皮，葉，心材は，

医薬品相当であることを記載し，ハクトウスギ

とコウトウスギが別の区分であることを明確

にする． 

「健康食品として流通するカスカラサグラ

ダ及びフラングラ皮製品の基原種と成分につ

いて」では，食薬区分上，医薬品相当と判断さ

れているカスカラサグラダ及びフラングラ皮

を原料に用いたと表記されている製品が多数

見受けられたことから，当該製品を購入し，遺
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伝子解析及び LC/MS 分析を行った．その結果，

生薬の規格外品の中に，別種基原のものが存在

したものの，健康食品製品は，表示通りカスカ

ラサグラダ及びセイヨウイソノキを原料とし

ていることが確認された．LC/MS 分析の結果か

らは，それぞれの植物から報告されているアン

トラキノン類と推定されるピークが複数確認

された． 

カスカラサグラダとセイヨウイソノキは，遺

伝子解析を行った2つの領域における配列の違

いはわずかであったが，メタノールエキスの成

分組成は，大きく異なっており，両者の区別に

は，遺伝子解析よりも成分化学的手法の方が有

効であると思われた．これらの植物は，伝統的

に下剤として使用されてきたものであり，これ

らを原料とする健康食品の摂取した場合，セン

ナ及びハネセンナと同様に，様々な健康被害が

発生する恐れがあり，注意が必要である． 

 

「リュウキュウガキの化学成分に関する研

究」では，リュウキュウガキより単離された化

合物について構造解析を進めた結果，カウラン

型ジテルペンである diosmarioside E と

diosmarioside H が同定された．さらに，

ebenamriosides A-D と命名した新規トリテルペ

ンサポニン４種と，２種のメガスティグマンが同

定された．得られたトリテルペンの配糖体，及び

それらの部分加水分解物の A549 細胞に対する毒

性を検討したところ，一部化合物に弱い活性が見

られた． 

「ソズクの化学成分に関する研究」では，ソ

ズクより単離された化合物について核磁気共

鳴スペクトルを中心とする機器分析を行い，文

献未報告の(3S,5R,6S,9R)-megastigman-5,6-

epoxy-3,9-diol 9-O-β-D-glucopyranoside に

加えて，(6R,7E,9R)-megastigma-4,7-dien-9-

ol O- β -D-glucopyranoside ， (6R,7E,9R)-

megastigman-3-on-9-ol O- α -L-

arabinopyranosyl(1" → 6')- β -D-

glucopyranoside ， citroside B ，

actindioionoside，prunasin，lucumin 及び

demethylalangiside と同定した．このうち

prunasin 及び lucumin は青酸配糖体であり，加

熱などの適切な処理を施さない限り食用に供

することは問題があると思われた． 

「「ハクシュウの成分研究」」では， 80%メタ

ノールで抽出したハクシュウのEtOAcエキス及

び n-BuOH エキスより単離した成分から，それ

ぞ れ cynandionene A 及 び 2-O- β -

laminaribiosyl- 4-hydroxyacetophenone 等が

同定された．ハクシュウ 4 品，イヨウイケマ 9

品を用いて TLC 分析を行い，種々の分析条件で

検 討 し た 結 果 ， EtOAc/H2O/MeOH/ 酢 酸

（200:10:10:3）で展開したところ，UV照射（254 

nm）検出のみで比較的分離のよいデータが得ら

れた．本条件で各試料溶液について検討したと

ころ，イヨウイケマにハクシュウと判別しうる

明瞭なスポットが観察された．当該スポットに

ついてイヨウイケマより単離構造決定したと

ころ，スポットには 2つの化合物が重複してお

り，それぞれ wilfoside C1N及び wilfoside K1N

と同定された．  

「健康食品中から見出された新規 ED 治療

薬類縁体の文献調査について」では，Google 

Scholar による検索を行った結果，2017 年以

降に新規に報告された ED 治療薬類縁体は，9 

化合物であり，その内訳は，sildenafil タイプ

が，7 種，残りの 2 種は，tadalafil タイプ

であり，vardenafil タイプのものは，認められ

なかった． 国別では，日本が 3 化合物，韓国

と台湾が 2 化合物，シンガポールが 1 化合物

であった．  

「Dithiopropylcarbodenafil の LC-PDA-MS

分 析 に つ い て 」 で は ，

Dithiopropylcarbodenafil の標準溶液につい

て厚生労働省の通知の条件により分析を行っ

た結果，当該化合物は十分に担体へ保持され，

他の成分との分離も良好であることが分かっ

た ． ま た ， in-source collision-induced 

dissociation (IS-CID) 法によるイオン化を利
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用した MS による構造情報の確認を検討した結

果，ED 治療薬とその類縁化合物の構造情報が得

られることを確認した．フラグメントを起こす

イオンを選択できないデメリットはあるもの

の，比較的安価なシングル型四重極質量分析計

でもフラグメントイオンを検出できるため，構

造推定などに有効であると考えられた．  

さ ら に ，「 dimethyldithiodenafil 及 び

desmethylpiperazinyl propoxysildenafil の

LC-PDA-MS 分析について」では，海外の健康食

品市場に流通する製品から，検出事例が報告さ

れ た dimethyldithiodenafil 及 び

desmethylpiperazinyl propoxysildenafil の

標準品を購入し，各種機器分析データ及び分析

法をまとめた．ウデナフィルの分析方法として

厚生労働省通知された分析条件において，担体

に充分に保持され，分析が可能であることが確

認された． 

 

C-3 食薬区分の量的規制に関する研究 

「センナ茎およびハネセンナ含有健康食品

における Sennoside の定量分析」では， センナ

茎含有健康食品とハネセンナ含有健康食品か

ら 1 種ずつ選択し，それらの LC-MS 分析を行

い Sennoside A，B が含まれている事を確認し

た．選択した健康食品は，センナ茎含有健康食

品においては，原材料の先頭にセンナ茎が記載

されているものを選択した．ハネセンナ含有健

康食品においては，原材料がキャンドルブッシ

ュとのみ記載されているものを選択した． 次

に，日局センナ（5 種），ハネセンナ葉（2 種），

センナ茎含有健康食品（18 種）およびハネセン

ナ含有健康食品（42 種）について分析を行った．

センナ茎含有健康食品については，全ての検体

から Sennoside A，Bが検出され，製品記載の

用法を参照し，1 日当たりの最大摂取量を算出

したところ，Sennoside 摂取量が医療用医薬品

の最低服用量で摂取される量（12 mg/日）を上

回るものが無かったものの，>10 mg/日と算出

されたものが 2検体存在した．次に，ハネセン

ナ含有健康食品においては，分析に供した 42 

検体中 37 検体から Sennoside A，B が検出さ

れ，製品記載の用法を参照し，1 日当たりの最

大摂取量を算出したところ，Sennoside 摂取量

が医療用医薬品の最低服用量で摂取される量

を上回るものが 4 検体存在した． 

一方，センナ茎およびハネセンナ含有健康食

品について各 2 検体を選択し，日局センナ 1 

検体とハネセンナ葉 1 検体を追加した計 6 

検体について熱水抽出を行い，LC-MS 分析と定

量分析を行った． その結果を 70% MeOH で抽

出した場合と比較すると，全ての検体において 

Sennoside の抽出量は低下した． 

「LC-MS を用いた Cassia 属ハネセンナお

よびセンナの分析に関する研究 （2）」では，従

前の研究にて見出したLC-MS により Sennoside 

類を良好に分離し得る分析条件を用いて，市販

の日局センナ5種と種子島産及び東京産のハネ

センナを対象として，ポジティブモード（LC-ESI

（+）-MS クロマトグラム）及びネガティブモード

（LC-ESI（-）-MS クロマトグラム）の分析を行い，

取得した LC-MS データを多変量解析に供した． 

得られた LCMS データについてセンナ及びハネ

センナのグループで判別分析を行ったところ，

LC-ESI-（+）-MS のスコアプロット上でセンナ，

ハネセンナの 2 つのグループに分かれ，さらに，

ハネセンナのグループにおいては，種子島産のサ

ンプルと東京産のグループが分離されていた．ま

た，LC-ESI（+）-MS の S-Plo より，センナの指

標成分として Sennoside C，Isorhamnetin 3-O-

gentiobioside，Tinnevellin glucoside および 

Vicenin- II が見出され，ハネセンナの指標成分

としては，Kaempferol が見出された． 

一方，LC-ESI（-）-MS の OPLS-DA スコアプロ

ット上でもセンナ，ハネセンナの 2つのグループ

に分かれる事が確認され，ここでも，ハネセンナ

のグループにおいては，種子島産のサンプルと東

京産のグループが分離されていた．LC-ESI（-）-

MS の S-Plot からは，さらにセンナの判別に

Sennoside A ， B ， C ， Isorhamnetin 3-O-
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gentiobioside，Tinnevellin glucoside および

Vicenin-II が寄与しているものと考えられ，ハネ

センナの判別には，Kaempferol diglucoside が寄

与しているものと考えられた． 

「トウゲシバエキスおよびHuperzine含有健

康食品における Huperzine A の定量分析」では，

定性分析として，トウゲシバエキスまたは 

Huperzine 含有健康食品 13 種の UHPLC-PDA-MS

のクロマトグラムを確認した．このうち 12 サ

ンプルより Huperzine A が検出された． 

定量分析においては，UV 310 nm でのクロマ

トグラムにおいてピーク分離は十分であった

ので，このクロマトグラムを用いてピーク面積

を算出し定量分析を行ったところ，．一日の最

大摂取量が5～691μg/dayの範囲に相当するこ

とが明らかになった．今回の分析に供した検体

の中では，Huperzine A の一日最大摂取量が中

華人民共和国葯典において設定されている上

限値を上回るものが 1検体存在した． 

 

C-4 食薬区分リストの整備に関する研究 

「非医リストの見直しに関する研究」では， 

非医薬品リスト（植物由来）の精査を行い，専

ら医薬品リストへの移行が望ましいと思われ

る品目として 20品目（イボツヅラフジ，ウンナ

ンコウトウスギ，エンベリア，カイコウズ，カ

ンレンボク，クジチョウ，ケイコツソウ，ゲッ

トウ，コンフリー，シンキンソウ，セイヨウア

カネ，センソウトウ，ノゲイトウ，ハクトウス

ギ，ハナビシソウ，ヒメツルニチニチソウ，ヒ

ヨドリジョウゴ，ヒルガオ，ビンロウジ，ルリ

ヒエンソウ）が候補に挙がった．現行の非医薬

品リストにおいて，ウンナンコウトウスギとハ

クトウスギは同じ植物の扱いであるが，ここで

は別の植物として挙げた．このうち， エンベリ

ア，カイコウズ，カンレンボク，クジチョウ，ケ

イコツソウ，ハナビシソウ，ヒヨドリジョウゴ，

ヒルガオ，ビンロウジ，ルリヒエンソウにコオウ

レンを加えた 11 品目について，専医リストへの

移行を提案する理由等とその根拠となる文献等

が見出され，いずれも，エキス及び含有化合物に

強い毒性が報告されており，専医への移行が妥当

と判断された．  

「センソウトウ（トウゲシバ）の成分本質（原

材料）の分類変更に関する調査」では，センソ

ウトウ（トウゲシバ）に多くのアルカロイドが

含まれていることを確認し，そのうち，4 成分

の急性毒性を調査した結果，lycopodine 及び

huperzine B は劇薬相当，huperzine A は毒薬

相当であった．また，lycopodine，huperzine A

及び huperzine B は痙攣や呼吸抑制等，

lycoctonine は運動失調など中枢神経作用が観

察されており，センソウトウは，「毒劇薬指定成

分に相当する成分を含む物」に該当するものと

して，専ら医リストに移行することが妥当であ

ると考察された． 

 

D. 結論 

新規に「専ら医薬品」であるかどうか判断が

求められた品目について，医薬食品局監視指

導・麻薬対策課長が招集する「医薬品の成分本

質に関するワーキンググループ」のための調査

を遂行するとともに，既存の専医リスト並びに，

非医リストの様々な項目について，同課の依頼

に基づき検討を行った．なお，本研究の成果は，

厚生労働省において食薬区分の見直しを検

討するための厚生労働行政上重要な基礎資

料となるものであり，平成 13 年 3 月 27 日付

医薬発第 243 号厚生労働省医薬局長通知で，

「リストについては，科学的な検証に基づき

定期的に見直しを行うこととし，概ね一年程

度の期間毎に追加，訂正，削除等を行うこと

とする」とした，現行の「専医リスト」の見直

し作業に貢献するものである． 

カツアバ製品の有害性評価を目的に，昨年度

の遺伝子解析に引き続き，1 製品のアルカリ画

分について，ドラーゲンドルフ試液陽性を指標

に，成分分画を行い，クマリン誘導体の 1 つ

である braylin を単離した．  

『紅豆杉』商品について，組織形態学的手法
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を用いて商品の使用部位を特定し得た．このよ

うな生薬の基原同定法は，分子生物学的手法で

は解明困難な，商品の利用部位を明らかできる

ことから，いわゆる『専ら医薬品』扱いとなる

薬用植物や『無承認無認可医薬品』における，

利用部位がグレーゾーンな商品の明確な鑑別

に貢献しうるものと思われる．  

健康食品市場に流通する紅豆杉製品の基原

植物を同定するため，同製品及び Taxus 属植物

試料について，葉緑体 DNA の trnS-trnQ IGS 領

域の塩基配列解析を行い，同製品の基原植物を

Taxus wallichiana var. wallichiana と同定

した．一方，イチイ T. cuspidata の各部位に

ついて，PTX の定量を行ったところ，含量は樹

皮＞葉＞種子＞枝＞心材＞仮種皮の順である

ことが明らかとなった．また，「紅豆杉」製品と

イチイの心材の定量値は，ほぼ同程度であった．

これらの結果から，イチイの種子及びコウトウ

スギの心材を，「非医薬品」から「専ら医薬品」

に移行するとともに，植物分類学及び植物形態

学上の誤りを修正する以下の改正案を作成し

た．  

専ら医薬品であるカスカラサグラダ及びフ

ラングラ皮を使用と表示した健康食品の流通

が認められたことから，実態調査のため，塩基

配列解析による種同定とLC/MSによる成分組成

解析を行ったところ，表示通りカスカラサグラ

ダ及びフラングラ皮を原料としていることが

分かった． 

沖縄で採集したリュウキュウガキの葉の成分

検索を行い，10種のカウレン誘導体，4種のト

リテルペン配糖体と2のメガスティグマンを単

離した．リュウキュウガキに魚毒活性があるこ

とが知られており，両親媒性であるサポニンが

得られたことは，言い伝えと符合するものであ

った．ただし，毒性成分と目されるナフトキノ

ン誘導体の単離には至らなかった． 

沖縄において，その青汁がアシタバジュース

として販売され，健康被害が報告されているソ

ズクについて成分検索を行ったところ，本植物

葉部 5.45 Kg より 2 g と大量の青酸配糖体

prunasin が単離され，本植物若葉を青汁ジュー

スとして飲用するのは甚だ危険であると考え

られた． 

ハクシュウの80%MeOH抽出物について各種ク

ロマトグラフィーを繰り返して成分精査した

結 果 ， 文 献 未 記 載 の 化 合 物 2-O- β -

laminaribiosyl-4-hydroxyacetophenone の単

離構造決定に成功した．さらに，ハクシュウと

イヨウイケマを TLC により比較検討した結果，

EtOAc/水/MeOH/酢酸（200:10:10:3）を展開溶媒

として分析したところ，イヨウイケマにのみ明

瞭に 観察され るスポットが認められ，

wilfoside C1N と wilfoside K1N の 2化合物が

同定された． 

検索エンジンを用い，2017 年以降に健康食

品中からの単離が報告された ED 治療薬類縁

体を調査した結果，４カ国から，計 9 化合物

が報告されており，その内，7 化合物は，

sildenafil 誘導体，残りは tadalafil の類縁

体であり，tadalafil 誘導体が主流だった 2 年

前の調査結果とは反転していた． 

強壮用製品への添加が危惧される ED 治療薬

類縁化合物の内，dithiopropylcarbodenafil ，

dimethyldithiodenafil 及 び

desmethylpiperazinyl propoxysildenafil へ

の対応に備え，同化合物の標準品を購入し，各

種機器分析データ及びその分析法をまとめた． 

これまでの検討で確立した Sennoside A，B 

の LC-MS による検出条件をセンナ茎およびハ

ネセンナ含有健康食品に適用し，定量分析を行

った結果，ハネセンナ含有健康食品のうち 4検

体から1日あたりの摂取量が医療用医薬品の最

低服 用量で摂 取される量を上回る量の

Sennoside が検出された．しかしながら，

Sennoside の抽出量は抽出溶媒，抽出操作によ

り大きく左右される可能性が考えられるため，

試料調製操作について検討する必要があるも

のと考えられた． 

日局センナとハネセンナ葉を試料として 
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LCMS データを用いた判別分析を行い，寄与成

分として 9 種の化合物を同定した．センナに

ついて 7 種，ハネセンナについて 2種の化合

物が寄与成分として見出されたが，その中でも 

Vicenin-II がセンナ・ハネセンナ間において

センナ特有の指標成分となる可能性が考えら

れた． 

トウゲシバエキスおよび Huperzine A 含有と

表示した健康食品について定量分析したとこ

ろ，中華人民共和国葯典収載の一日摂取量の上

限値を上回るものが 1検体存在した．また，今

回分析に供したもの以外にも多くのトウゲシ

バエキスおよび Huperzine A 含有健康食品は現

在流通していることから，今後さらにサンプル

を増やし，定量分析を行う必要があるものと考

えられた． 

非医薬品リスト（植物由来等）について見直

しを行い，専ら医薬品リストへの移行が望まし

いと思われる品目を見出し，食薬区分 WG での

議論に必要な根拠資料等を整備した．  

非医リストに分類されているセンソウトウ

（トウゲシバ）について，既報の薬理作用や毒

性情報などを調査し，センソウトウには多くの

アルカロイドが含まれており，中には劇薬相当

あるいは毒薬相当のものも存在することによ

り，センソウトウは，「非医リスト」から「専ら

医リスト」に移行することが妥当であると考察

した．  
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Abstract: A new phenolic compound, 2-O-β-laminaribiosyl-4-hydroxyacetophenone (1), was isolated
from Cynanchi Wilfordii Radix (CWR, the root of Cynanchum wilfordii Hemsley), along with
10 known aromatic compounds, including cynandione A (2), bungeisides-C (7) and –D (8),
p-hydroxyacetophenone (9), 2′,5′-dihydroxyacetophenone (10), and 2′,4′-dihydroxyacetophenone
(11). The structure of the new compound (1) was elucidated using spectroscopic methods and
chemical methods. The structure of cynandione A (2), including a linkage mode of the biphenyl parts
that remained uncertain, was unambiguously confirmed using the 2D 13C–13C incredible natural
abundance double quantum transfer experiment (INADEQUATE) spectrum. Additionally, health
issues related to the use of Cynanchi Auriculati Radix (CAR, the root of Cynanchum auriculatum Royle
ex Wight) instead of CWR have emerged. Therefore, constituents present in methanolic extracts of
commercially available CWRs and CARs were examined using UV-sensitive high-performance liquid
chromatography (HPLC), resulting in common detection of three major peaks ascribed to cynandione
A (2), p-hydroxyacetophenone (9), and 2′,4′-dihydroxyacetophenone (11). Thus, to distinguish
between these ingredients, a thin-layer chromatography (TLC) method, combined with only
UV irradiation detection, focusing on wilfosides C1N (12) and K1N (13) as marker compounds
characteristic of CAR, was performed. Furthermore, we propose this method as a simple and
convenient strategy for the preliminary distinction of CWR and CAR to ensure the quality and safety
of their crude drugs.

Keywords: Cynanchum wilfordii; phenolic glycoside; 2-O-β-laminaribiosyl-4-hydroxyacetophenone;
cynandione A; thin layer chromatography; Cynanchum auriculatum

1. Introduction

Cynanchi Wilfordii Radix (CWR), the dried root of Cynanchum wilfordii Hemsley (family
Asclepiadaceae), is a crude drug listed in the Korean Herbal Pharmacopoeia [1]. CWR has been
used in Korea as a substitute for Polygoni Multiflori Radix, the dried root of Polygonum multiflorum
Thunberg (Polygonaceae), which is used for its restorative effects and is one of the important crude
drugs listed in the Japanese, Korean, and Chinese Pharmacopoeias. Recently, the use of Cynanchi
Auriculati Radix (CAR), the dried root of Cynanchum auriculatum Royke ex Wight, instead of CWR
has led to health problems in Korea [2,3]. Although CAR resembles CWR closely in appearance,
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CAR, a crude drug that differs from CWR in China, is currently treated as a toxic plant by the U.S. Food
and Drug Administration (FDA) [4]. Therefore, standards and methods to distinguish CWR from CAR
should be established to ensure the quality and safety of the crude drugs. We recently reported a survey
on the original plant species of crude drugs widely distributed as CWR in the Korean and Chinese
markets. This study revealed that CAR was incorrectly used in eight of the 13 products distributed
as CWR, including possible confusion of CWR and CAR [5]. Previous phytochemical investigations
of CWR identified the presence of pregnane glycosides, acetophenones, and humulanolides [6–11].
Although there are several reports on ingredient research using materials of CWA and CAR available
on the market, they may not be of the precise species. Therefore, detailed phytochemical information
on the raw material with defined origins is necessary to ensure the quality and safety of crude drugs.

Several studies have assessed the quality of CWR and CAR and have aimed to distinguish
between them using high-performance liquid chromatography (HPLC) [12,13], and many methods
used to identify crude drugs ensure reliability. However, in this study, the characterization of
phenolic constituents in authentic original CWR plant species is identified using DNA sequences [5],
and a simple and convenient thin-layer chromatography (TLC) method for the distinction of CWR and
CAR to ensure the quality and safety of their crude drugs.

2. Results and Discussion

2.1. Isolation and Characterization

A homogenate of CWR in 80% methanol (MeOH) was concentrated and further extracted
with n-hexane, ethyl acetate (EtOAc), and n-butanol (BuOH) to obtain the respective extracts and
water (H2O) extract. HPLC analysis was used to monitor the ultraviolet (UV)-sensitive compounds
(phenols) in the EtOAc and n-BuOH extracts, which were separately chromatographed using a Diaion
HP-20, YMC GEL ODS-AQ, and Chromatorex ODS with MeOH-H2O in a stepwise gradient mode.
The fractions showing similar HPLC or TLC patterns were combined and further purified using
column chromatography to obtain compound 1, cynandionene A (2) [14], uridine (3), guanosine
(4), adenosine (5), tryptophan (6) [15], bungeiside-C (7), bungeiside-D (8), p-hydroxyacetophenone
(9) [16], 2′,5′-dihydroxyacetophenone (10) [13], and 2′,4′-dihydroxyacetophenone (11) [16]. The known
compounds 2–11 were identified by direct comparison with authentic specimens and by comparing
their spectral data with those reported in the literature (Figure 1).
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Compound 1 was isolated as a light brown amorphous powder. Its molecular formula
was assigned as C20H28O13 based on its high resolution-electrospray ionization (HR-ESI)-mass
spectrometry (MS, m/z 475.1473 [M–H]−; calcd. for C20H28O13-H: 475.1457) and 13C-NMR
(20 13C signals) spectra. The UV spectrum showed absorption maxima at 228, 269, and 301 nm.
The proton (1H)- and 13C-NMR spectra of compound 1 exhibited the following signal characteristics
of the 2′,4′-hydroxyacetophenone moiety. The 1H-NMR spectrum (Figure S1) assigned based on the
1H-1H correlation spectroscopy (COSY) (Figure S2) exhibited signals due to an acetyl group (δH 2.62,
3H) and ABX-type proton signals due to a trisubstituted benzene proton, δH 6.69 (d, J = 2.0 Hz),
6.50 (dd, J = 2.0, 8.5 Hz), and 7.68 (d, J = 8.5 Hz), and two sets of sugar protons.

This acetophenone unit was also supported by eight carbon signals, δC 121.3, 160.9, 103.7,
164.9, 110.8, 133.3, 200.3, and 32.1 (C-1–8), in the 13C-NMR spectrum (Figure S3) assigned based
on heteronuclear single quantum coherence (HSQC) and heteronuclear multiple bond connectivity
(HMBC) spectra (Figure 2, Figures S4 and S5). Additionally, an aglycone of compound 1 was chemically
substantiated by acid hydrolysis followed by HPLC analysis, which showed the production of
2′,4′-dihydroxyacetophenone. The presence of two sugar units in 1 was indicated by two anomeric
proton signals at δH 5.05 (d, J = 7.5 Hz) and 4.58 (d, J = 7.5 Hz) and others assigned based on
COSY, as shown in Table 1. Thus, the sugar residues were presumed to be hexoses, as revealed by
12 aliphatic carbon signals (δC 102.1, 110.8, 74.1, 75.5, 88.2, 77.9, 69.7, 71.6, 78.0, 78.2, 62.4, and 62.6) in
the 13C-NMR spectrum.

The sugar unit obtained following acid hydrolysis of compound 1 was identified as D-glucose
by the HPLC analysis of derivatives prepared by the reaction with L-cysteine methyl ester and
o-tolyl isothiocyanate according to the previously reported method [17]. The linking position
of each unit was determined by correlations among the glucose H-1′ (δ 5.05)/C-2 (δ 160.9) of
the acetophenone moiety and glucose H-1” (δ 4.95)/glucose C-3 (δ 88.2) in the HMBC spectrum.
Moreover, the nuclear Overhause effect spectroscopy (NOESY) results showed a correlation between
the glucose H-1′ (δH 5.05) and H-3 (δH 6.69) (Figure 2). β-Glycosidic linkages at each glucose core
were assigned by a large coupling constant (J = 7.5 Hz). Therefore, compound 1 was established as
2-O-β-laminaribiosyl-4- hydroxyacetophenone.

Table 1. 1H- (500 MHz) and 13C-NMR (126 MHz) data of compound 1 measured in MeOH-d4.

Positions δC δH (J in Hz)

1 121.3
2 160.9
3 103.7 6.69 (d, J = 2.0)
4 164.9
5 110.8 6.50 (dd, J = 2.0, 8.5)
6 133.3 7.68 (d, J = 8.5)
7 200.3
8 32.1 2.62 (3H, s)

Glucose-1′ 102.1 5.05 (d, J = 7.5)
2′ 74.1 3.74 (m) d

3′ 88.2 3.67 (t, J = 9.0)
4′ 69.7 3.54 (t, J = 9.0)
5′ 78.0 a 3.52 (m) d

6′ 62.4 b 3.94 (dd, J = 1.5, 12.0) c, 3.75 (m) c,d

Glucose-1” 105.3 4.58 (d, J = 7.5)
2” 75.5 3.30 (m) d

3” 77.9 a 3.39 (t, J = 9.5)
4” 71.6 3.30 (m) d

5” 78.2 a 3.35 (m) d

6” 62.6 b 3.89 (dd, J = 2.0, 11.5) c, 3.63 (m) c,d

a,b,c Assignments may be interchanged. d Overlapped signals.
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effect spectroscopy (NOESY) correlation of compound 1.

Cynandionene A (2) is a characteristic biacetophenone derivative with a biphenyl structure,
which was revised from 4,3′-diacetyl-2,3,2′,6′-tetrahydrohydroxybiphenyl by 6,3′-diacetyl-2,5,2′,6′-
tetrahydrohydroxybiphenyl after the structural elucidation [14]. It was difficult to confirm the
present structure based only on the HMBC spectrum because a connection between C-1 and C-1′

could not be confirmed. Therefore, in this study, we attempted to prove the connection of the
biphenyl carbon–carbon bond using two-dimensional (2D) incredible natural abundance double
quantum transfer experiment (INADEQUATE) for the first time. All C–C correlations were observed
as shown in Figure 3. Compound 2 was shown to have C–C correlations between C-1 and C-1′.
Therefore, the present biphenyl structure of compound 2 was supported by the 2D-INADEQUATE
data. The positions of two acetyl groups were also confirmed using HMBC.
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2.2. Preliminary Quality Evaluation of CWR and CAR Using TLC

CAR resembles CWR closely in appearance as shown in Figure 4. In this study, CWR and CAR
(four and nine samples, respectively) identified using DNA sequences [5] were used as the test samples
(Table 2 and Figure 4). HPLC chromatograms of MeOH extracts (CWR-Ex and CAR-Ex) obtained from
these samples are shown in Figure 5.
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Figure 4. Crude drugs identified: (A) Cynanchi Wilfordii Radix (CWR, the root of Cynanchum wilfordii
Hemsley) (Product C), and (a) Cynanchi Auriculati Radix (CAR, the root of Cynanchum auriculatum
Royke ex Wight) (Product h).

Table 2. The Korean and Chinese market samples used in this study.

Products Crude Drug Locality Market

A Cynanchi Wilfordii Radix (CWR) Korea Korea
B Cynanchi Wilfordii Radix (CWR) Korea Korea
C Cynanchi Wilfordii Radix (CWR) Yeongcheon Korea
D Cynanchi Wilfordii Radix (CWR) Yeongcheon Korea

a Cynanchi Auriculati Radix (CAR) Jiangsu China
b Cynanchi Auriculati Radix (CAR) Jiangsu China
c Cynanchi Auriculati Radix (CAR) Jiangsu China
d Cynanchi Auriculati Radix (CAR) Jiangsu China
e Cynanchi Auriculati Radix (CAR) Jiangsu China
f Cynanchi Auriculati Radix (CAR) Jiangsu China
g Cynanchi Auriculati Radix (CAR) Jiangsu China
h Cynanchi Auriculati Radix (CAR) Korea Korea
i Cynanchi Auriculati Radix (CAR) Korea Korea

In all the HPLC analyses of CWR-Ex samples, three main peaks corresponding to cynandione
A (2), p-hydroxyacetophenone (9), and 2′,4′-dihydroxyacetophenone (11) were detected. In CAR-Ex,
products b–e and g–i, but not a and f, were also mainly detected, suggesting that it would be difficult
to distinguish these crude drugs by detecting these three compounds as reference compounds. On the
other hand, CAR exhibited a peak corresponding to wilfosides K1N (13), which was not clearly detected
in those of CWR. Because it was difficult to distinguish the species using HPLC analyses, a TLC
method was developed. The TLC chromatogram of CAR-Ex with an EtOAc/water/MeOH/acetic
acid (200:10:10:3, v/v/v/v) solvent mixture (A) as the mobile phase provided well-separated spots
under UV light (254 nm) including a clear spot with approximately Rf 0.5 (Figure 6). This spot was
revealed to be due to two compounds with almost the same Rfs. These two compounds were isolated
by preparative TLC with the other solvent system, n-hexane-acetone (1:1), leading to clearly separated
spots and were identified as wilfosides C1N (12) and K1N (13) [18].

Several previous studies have reported strategies for distinguishing CWR and CAR. For example,
one method evaluated seven compounds in each sample, whereas another study used conduritol F
as a marker compound, which is a characteristic constituent in CWR [12,13]. However, one method
was complicated because it required the analysis of numerous constituents in samples using HPLC,
and the other involved detection using a spray reagent using TLC. Additionally, the identification
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of the type of samples is vague, although the appearances are similar. The method proposed in the
present study is extremely simple because the sample was extracted with MeOH, followed only by
a TLC method with UV irradiation detection. Thus, this method could be useful as a distinguishing
tool among the preliminary TLC methods for comparison of CWR and CAR.
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Auriculati Radix (CAR) (a–i). TLC plate illuminated with UV 254 nm. 12: wilfoside C1N, 13: wilfoside
K1N. Conditions are described in Section 3.

3. Experimental Section

3.1. General

Optical rotations were measured using a JASCO P-1020 digital polarimeter (JASCO Corporation,
Tokyo, Japan). The UV spectra were recorded using a Shimadzu UVmini-1240 (Shimadzu Corporation,
Kyoto, Japan). The HR-ESI-MS spectra were obtained using a micrOTOF-Q (Bruker Daltonics, Billerica,
MA, USA) mass spectrometer with acetonitrile as the solvent. The NMR spectra were recorded using
a Bruker AVANCE500 instrument (Bruker BioSpin, Billerica, MA, USA; 500 and 126 MHz for 1H and
13C, respectively) and chemical shifts were expressed as parts per million (ppm) relative to those
of the solvents [MeOH-d4 (δH 3.30; δC 49.0), and dimethyl sulfoxide (DMSO)-d6 (δH 2.50; δC 39.5)]
on a tetramethylsilane scale. The standard pulse sequences programmed for the instrument (AVANCE
500) were used for each 2D measurement (COSY, HSQC, and HMBC). The 2D-INADEQUATE spectrum
was recorded using a JEOL ECA800 instrument (JEOL, Tokyo, Japan). Column chromatography was
carried out using the Diaion HP-20, MCI-gel CHP-20P (Mitsubishi Chemical Co., Tokyo, Japan),
Chromatorex ODS (Fuji Silysia Chemical Ltd., Aichi, Japan) and YMC GEL ODS (YMC Co. Ltd.,
Kyoto, Japan), respectively. Preparative TLC was carried out using TLC Silica gel 60 F254 glass plates
(Merck, Darmstadt, Germany). TLC was performed with CAMAG HPTLC equipment (CAMAG,
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Muttenz, Switzerland) including a Linomat V applicator (CAMAG) and visualizer documentation
system (CAMAG). The samples were spotted on HPTLC Silica gel 60 F254 glass plates (20 × 10 cm,
Merck), and the spots were detected using UV irradiation at 254 nm. The reversed-phase (RP)
HPLC conditions were as follows. Condition 1: column, L-column ODS (5 µm, 150 × 2.1 mm i.d.,
Chemicals Evaluation and Research Institute, Tokyo, Japan); mobile phase, solvent A was 0.1%
formic acid in water, and solvent B was 0.1% formic acid in acetonitrile (0–30 min, 0–50% B in A;
30–35 min, 50–85% B in A; 35–40 min, 85–85% B in A); injection volume, 2 µL; column temperature,
40 ◦C; flow-rate, 0.3 mL/min; and detection wavelength, 200–400 nm. Condition 2: column, YMC-pack
ODS-AQ-3C2 (5 µm, 150 × 2.0 mm i.d., YMC Co. Ltd., Kyoto, Japan); mobile phase, 10 mmol/L
phosphoric acid (H3PO4)-10 mmol/L monopotassium phosphate (KH2PO4)-acetonitrile (8:2); column
temperature, 30 ◦C; flow-rate, 0.25 mL/min; and detection wavelength, 280 nm. Condition 3: column,
YMC-pack ODS-AQ-3C2 (5 µm, 150 × 2.0 mm i.d., YMC Co. Ltd., Kyoto, Japan); mobile phase,
50 mmol/L phosphate buffer-acetonitrile (75:25); column temperature, 35 ◦C; flow-rate, 0.3 mL/min;
and detection wavelength, 250 nm.

3.2. Materials

The CWR products used in the phytochemical investigation were purchased at a crude drug store
at the Gyeongdong Market (Seoul, Korea). CWR and CAR for HPLC and TLC analyses were obtained
from the Gyeongdong or Chinese markets and were provided by Japanese crude drug wholesalers.
The identities of all the crude drugs were confirmed using DNA sequences [5]. All other reagents used
were of analytical grade.

3.3. Extraction and Isolation

The CWR product (300 g) was homogenized in 3 L 80% MeOH [MeOH-H2O (8:2)], the homogenate
was filtered, concentrated to approximately 300 mL, and then extracted with 3 L each of n-hexane,
EtOAc, and n-BuOH to obtain extracts at yields of n-hexane (492.9 mg), EtOAc (7.0 g), n-BuOH (13.2 g),
and water (43.2 g), respectively. The EtOAc extract (500 mg) was chromatographed using the YMC
GEL ODS with MeOH-H2O (10:90→20:80→30:70→40:60→50:50→100:0) in stepwise gradient mode.
The fractions showing similar HPLC patterns were combined and further purified using column
chromatography with the Chromatorex ODS or preparative TLC with n-hexane-acetone (2:1 or 1:1),
or both to obtain p-hydroxyacetophenone (9, 13.8 mg), 2′,5′- dihydroxyacetophenone (10, 1.0 mg),
2′,4′-dihydroxyacetophenone (12, 3.8 mg), and cynandionene A (2, 9.6 mg). The n-BuOH extract
(12.5 g) was similarly separated using column chromatography over Diaion HP-20 with MeOH-H2O
(0:100→10:90→20:80→30:70→40:60→50:50→ 100:0) in stepwise gradient mode. The H2O eluate (3.0 g)
was separated using column chromatography using the Chromatorex ODS with aqueous MeOH
to obtain uridine (3, 6.3 mg), and adenosine (5, 2.3 mg). The 10, 20, 30, and 40% MeOH eluates
(120, 130, 89, and 52 mg, respectively) were purified using column chromatography with YMC GEL
ODS using aqueous MeOH to obtain guanosine (4, 21.8 mg), tryptophan (6, 20.6 mg), bungeiside-C
(7, 13.7 mg) plus compound 1 (2.4 mg), and bungeiside-D (8, 7.0 mg), respectively. These compounds
were identified by direct comparison with authentic specimens or by comparing their spectral data
with those reported in the literature. The physical spectral data of the new compound 1 are as follows.

2-O-β-Laminaribiosyl-4-hydroxyacetophenone (1): A light brown amorphous powder. UV λmax (MeOH)
nm (log ε): 228 (3.01), 269 (3.14), 301 (2.94). [α]D

24 -14◦ (c 1.0, MeOH). 1H-NMR (500 MHz, MeOH-d4)
and 13C-NMR (126 MHz, MeOH-d4) data are shown in Table 1. HR-ESI-MS m/z: 475.1473 ([M–H]−,
Calcd. for C20H28O13-H: 475.1457).

Cynandione A (2): 1H-NMR (DMSO-d6, 800 MHz) δ 12.86 (1H, s, 2′-OH), 10.31 (1H, s, 6′-OH),
9.31 (1H, s, 2-OH), 8.49 (1H, s, 5-OH), 7.68 (1H, d, J = 2 Hz, H-4′), 6.72 (1H, d, J = 8 Hz, H-3), 6.67 (1H, d,
J = 8 Hz, H-4), 6.43 (1H, d, J = 8 Hz, H-5′), 2.50 (3H, s, 8-CH3), 2.19 (3H, s, 8′-CH3). 13C-NMR (DMSO-d6,
200 MHz) δ 203.7 (C-7′), 203.6 (C-7), 163.0 (C-2′), 162.8 (C-6′), 148.5 (C-2), 147.5 (C-5), 132.7 (C-4′),
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130.7 (C-6), 118.7 (C-1), 117.9 (C-3), 116.3 (C-4), 112.8 (C-3′), 112.0 (C-1′), 108.0 (C-5′), 31.2 (C-8),
26.7 (C-8′).

The CAR product (103 g) was homogenized in 80% MeOH (1 L), and the homogenate was filtered,
concentrated to approximately 100 mL, and then extracted with n-hexane (300 mL), EtOAc (300 mL),
n-BuOH (3 L), and water to obtain the solvent extracts at yields of 492.9 mg, 7.0 g, 13.2 g, and 43.2 g,
respectively. The EtOAc extract (100 mg) was dissolved in MeOH and subjected to preparative
TLC [n-hexane-acetone (1:1)] to yield wilfoside C1N (12, 8.0 mg) and wilfoside K1N (13, 10.5 mg).
These compounds were identified by comparing their 1H- and 13C-NMR data with those reported in
literatures and were used as standard samples.

3.4. Partial Acid Hydrolysis of Compound 1

A solution of compound 1 (0.2 mg) in H2O (0.2 mL) and 1 mol/L hydrochloric acid (HCl, 0.1 mL)
was heated in a boiling water bath for 8 h. After removing the solvent, the residue was analyzed using
HPLC (under Condition 2), and 2′,4′-dihyroxyaetophenone was detected.

3.5. Determination of Sugar Configuration of Compound 1

The sugar configuration was determined using a previously described method [17]. Compound 1
(1.0 mg) was hydrolyzed by heating in 1 mol/L HCl (0.2 mL) and neutralized with Amberlite IRA400.
After evaporation, the residue was dissolved in pyridine (0.2 mL) containing L-cysteine methyl ester
hydrochloride (1.0 mg) and heated at 60 ◦C for 1 h. o-Tolyl isothiocyanate (1.0 mg) in pyridine (0.2 mL)
was then added to the mixture and heated at 60 ◦C for 1 h. The reaction mixture was directly analyzed
using RP-HPLC (under Condition 3). The peak coincided with that of the derivative of the authentic
D-glucose sample.

3.6. Preparation of Test Solution of the Crude Drugs for HPLC and TLC

A sample of each product obtained from the open market was pulverized (0.2 and 1 g for the HPLC
and TLC analyses, respectively), extracted with MeOH (1.0 mL) by sonication for 5 min, centrifuged,
and the supernatant obtained was used as the test solution. The HPLC was performed under Condition
1 described in Section 3.1. For the TLC, aliquots (5 µL) of each test solution were applied to the HPTLC
plates, which were developed in a TLC chamber saturated with EtOAc/water/MeOH/acetic acid
(200:10:10:3, v/v/v/v) mixture as the mobile phase. The spots were detected under a UV lamp at
254 nm.

4. Conclusions

In the present study, a new phenolic compound, 2-O-β-laminaribiosyl-4-hydroxyacetophenone
(1), was successfully isolated from CWR, in addition to 11 known compounds. Cynandione A (2),
which is one of the main constituents of CWR with a biphenyl moiety, was identified using its
2D 13C–13C INADEQUATE spectrum; the carbon–carbon connection of the biphenyl moiety was
clearly confirmed for the first time. The component distributions of MeOH extracts of CWR using
a UV-sensitive HPLC analysis revealed three peaks of cynandione A (2), p-hydroxyacetophenone (9),
and 2′,4′-dihydroxyacetophenone (11), which were the main detected constituents. The emerging use
of CAR in place of CWR has led to the need for a differentiating method, and therefore, we proposed
and developed the present TLC method for the preliminary distinction between CWR and CAR.

Supplementary Materials: The following are available online at www.mdpi.com/1420-3049/23/3/656/link,
Figures S1–S5.
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Abstract

From the aerial part of Sambucus chinensis, a new megastigmane glucoside (1) was isolated, together 

with seven known compounds. The structure of compound 1 was elucidated by spectroscopic analysis 

together with the application of the modified Mosher’s method to be (3S,5R,6S,9R)-megastigman-5,6-

epoxy-3,9-diol 9-O-β-D-glucopyranoside. The structure of a closely related compound, sammangaoside 

B, has been reinvestigated, and it was assigned as (3S, 5R, 6S, 9S)-megastigman-5,6-epoxy-3,9-diol 9-O-

β-D-glucopyranoside. Therefore, compound 1 is a new compound from nature. 

Keywords: Sambucus chinensis, Adoxaceae, megastigmane, absolute structure 

Introduction 

Sambucus chinensis (Adoxaceae) is a perennial herb of 1 m to 2 m in height that grows in 

Japan, Taiwan, and China [1]. It is a component of a Chinese traditional formula that is 

expected to cure wounds and throbbing pain. However, its phytochemical investigation is quite 

limited. The aerial part of S. chinensis was collected on Okinawa Island, and the constituents 

in the 1-BuOH-soluble fraction were investigated. A new compound, megastigman-5,6-epoxy-

3,9-diol 9-O-β-D-glucopyranoside (1), was isolated, along with seven known compounds (Fig. 

1), and this paper deals with the structure elucidation of 1, including its absolute 

stereochemistry. Known compounds were spectroscopically identified as (6R,7E,9R)-

megastigma-4,7-dien-9-ol O-β-D-glucopyranoside (2) [2], (6R,7E,9R)-megastigman-3-on-9-ol 

O-α-L-arabinopyranosyl (1"→6')-β-D-glucopyranoside (3) [3], citroside B (4) [4], 

actindioionoside (5) [5], prunasin (6) [6], lucumin (7) [7], and demethylalangiside (8) [8]. 

Results and Discussion 

From the 1-BuOH-soluble fraction of the MeOH extract of the aerial part of Sambucus 

chinensis, a new megastigmane glucoside (1), together with seven known compounds (2‒8), 

was isolated using various kinds of chromatographic techniques. This paper deals with the 

structural elucidation of compound 1. 

Compound 1, [α]
25
D ‒37.6, was isolated as an amorphous powder, and its elemental 

composition was determined to C19H34O8 by HR-ESI MS. A broad band at 3395 cm‒1 shown 

in the IR spectrum indicated that 1 is a glycosidic compound. A set of six typical signals 

attributable to those of glucopyranose was observed in the 13C-NMR spectrum, and the 

remaining 13 signals comprised four methyls, four methylenes, two methines bearing an 

oxygen atom, two oxygenated tertiary carbons and one quaternary carbon. The numbers of 

carbon atoms and these functionalities were suggestive that 1 was a megastigmane derivative. 

The three degrees of unsaturation demanded one more cyclic system besides a six-membered 

ring and a sugar moiety. The third cyclic system was assumed to be an epoxide ring from two 

oxygenated tertiary carbons that are frequently found in the megastigmane skeleton, and the 
1H-1H COSY and HMBC correlations shown in Fig. 2 supported the assumption. Enzymatic 

hydrolysis of 1 gave a rearranged aglycone (1a) and D-glucose. The aglycone must have two 

ring systems from the results of HR-MS (C13H24O3), and the 13C-NMR chemical shifts of C-5 

(δC 67.7) and C-6 (δC 71.3) were drastically shifted downfield at δC 78.9 and 90.9 (Table 1). A 

closely related megastigmane glucoside was isolated from Scorodocarpus bornenensis as 

scorospiroside [9].  
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13C-NMR chemical shifts of scorospiroside at C-5 and C-6 

were reported as δC 77.4 and 90.2, which are close to those of 

1a, although NMR was run in a different solvent (pyridine-

d5). Two-dimensional NMR diagnosis in Fig. 3 (1H-1H COSY 

and HMBC) confirmed the structure, and the modified 

Mosher’s method (Fig. 4) revealed 1a had the 3S 

configuration [10]. By the phase-sensitive NOESY correlation 

between H-9 and H3-13, the configuration at the 9-position 

was determined to be R (Fig. 5). Therefore, the structure of 1 

was elucidated to be as shown in Fig. 1. The same structure 

was proposed as sammangaoside B (9), isolated from 

Clerodendrum inerme [11]. The structure of sammangaoside B 

was determined by comparison of NMR with reported data [13, 

14]. The same compound (9) was also isolated from Tricalysia 

dubia [12], and the configuration at the 9-postion was revised 

to be S, as shown 10 in Fig. 1. NMR data of 1 and 9 showed 

some discrepancy, especially at C-6 through C-10 and C-1' 

(Table 1). Compound 1 must have a different structure from 

sammangaoside B, as shown in Fig. 1. 

Botanical safety handbook says that American and European 

elders, S. canadensis and S. nigra, respectively, contain 

cyanogenic glycosides, ingestion of which may cause 

vomiting or severe diarrhea [15]. Since more than 2 g of a 

cyanogenic glucoside, purnasin, was isolated from 5.45 kg of 

the title plant, the actual content of cyanogenic glycosides 

must be much higher than the amount isolated, and usage of 

this plant is recommended with care. 

The monoterpene indole alkaloid glucoside δδalangiside is a 

characteristic compound of alangiaceous plants [16, 17]. 

Isolation of demethylalangiside (8) implies that Adoxaceae 

and Alangiaceae have some genetic relationship. 

 
Table 1: NMR Spectroscopic Data for Compounds 1 and 1a, and 

Sammangaoside B (10) (C: 100 Hz; H: 400 MHz, CD3OD). 
 

 
o: overlapped signal. 
aData were taken from Ref. 11 and 12. 

 
 

Fig 1: The structures of compounds isolated and sammangaoside b. 

 

 
 

Fig 2: Diagnostic 1H-1H COSY and HMBC correlations of 1 

 

 
 

Fig 3: 1H-1H COSY and HMBC correlations of 1a 

 

 
 

Fig 4: The results of the modified Mosher’s method of la (Δδs- δR) 
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Fig 5: Phase-sensitive NOESY correlations of la 
 

Experimental 
General experimental procedure 
Optical rotations were measured on a JASCO P-1030 digital 
polarimeter. IR spectrum was measured on Horiba FT-710. 
1H- and 13C-NMR spectra were taken on a JEOL JNM α-400 
spectrometer at 400 MHz and 100 MHz with 
tetramethylsilane as an internal standard. Positive-ion HR-
ESI-MS was performed with an Applied Biosystems QSTAR 
XL NanoSpray TM System. 
A highly-porous synthetic resin (Diaion HP-20) was 
purchased from Mitsubishi Chemical Corporation (Tokyo, 
Japan). Silica gel column chromatography (CC) was 
performed on silica gel 60 (E. Merck, Darmstadt, Germany), 
and ODS open CC on Cosmosil 75C18-OPN (Nacalai Tesque, 
Kyoto) [Φ = 50 mm, L = 20 cm, linear gradient: MeOH-H2O 
(1:9, 1 L) → (1:1, 500 mL) → (7:1, 500 mL), fractions of 10 
g being collected]. The DCCC (Tokyo Rikakikai, Tokyo, 
Japan) was equipped with 500 glass columns (Φ = 2 mm, L = 
40 cm), the lower and upper layers of a solvent mixture of 
CHCl3-MeOH-H2O-1-PrOH (9:12:8:2) being used as the 
stationary and mobile phases, respectively. Five-gram 
fractions were collected and numbered according to their 
order of elution with the mobile phase. HPLC was performed 
on an ODS column (Inertsil; GL Science, Tokyo, Japan; Φ = 
6 mm, L = 25 cm, 1.6 mL/min), and the eluate was monitored 
with UV (254 nm) and refractive index monitors. Β-
Glucosidase from almond was purchased from Wako Pure 
Chemical Industries, Ltd (Osaka, Japan) and crude 
hesperidinase was a generous gift from Tanabe 
Pharmaceutical Co., Ltd. (Osaka, Japan). 
 

Plant material 
Aerial parts of S. chinensis were collected in Motobu-cho, 
Kunigami-gun Okinawa and a voucher specimen was 
deposited in the Herbarium of Faculty of Pharmaceutical 
Sciences, Graduate School of Biomedical and Health 
Sciences, Hiroshima University (03-SC-Okinawa-0701). 
 

Extraction and isolation 
Aerial parts of S. chinensis (5.45 kg) were extracted three 
times with MeOH (30 L × 3) at room temperature for one 
week and then concentrated to 3 L in vacuo. The concentrated 
extract was washed with n-hexane (3 L, 77.1 g), and then, the 
MeOH layer was concentrated to a gummy mass. The latter 
was suspended in H2O (3 L) and extracted with EtOAc (3 L) 
to give 172 g of an EtOAc-soluble fraction. The aqueous layer 
was extracted with 1-BuOH (3 L) to give a 1-BuOH-soluble 
fraction (114 g), and the remaining H2O-layer was 
concentrated to furnish 582 g of a H2O -soluble fraction. The 
1-BuOH-soluble fraction (119 g) was subjected to a Diaion 
HP-20 CC (Φ =60 mm, L = 55 cm), using H2O-MeOH (4:1, 2 
L), (3:2, 4 L), (2:3, 4 L), and (1:4, 4 L), and MeOH (4 L), 
with 1 L fractions being collected. The residue (26.0 g) in 
fractions 4‒7 of the 20‒40 % MeOH eluent was subjected to 

silica gel (Φ =60 mm, L = 46 cm) CC and elution with CHCl3 
(2 L), CHCl3-MeOH [(99:1, 4 L), (97:3, 4 L), (19:1, 4 L), 
(37:3, 4 L), (9:1, 4 L), (7:1, 4 L), (4:1, 4 L), and (7:3, 3 L)], 
and MeOH (2 L), with 500 mL fractions being collected. The 
residue (2.04 g out of 4.07) in fractions 39‒45 of the 10‒12.5 
% MeOH eluate was separated by ODS open CC. From 
fractions 68‒95, 1.17 g of 6 was obtained. The residue (63.5 
mg) in fractions 96‒112 was purified by HPLC (MeOH-H2O, 
3:7) to give 3.5 mg of 1 from the peak at 20 min. The residue 
(2.51 g) in fractions 46‒51, obtained on silica gel CC, was 
subjected ODS open CC and the residue (370 mg) in fractions 
95‒113 was purified by DCCC to give a residue (16.9 mg) in 
fractions 51‒57, which was finally purified by HPLC 
(MeOH-H2O, 3:7) to afford further amount of 1 (2.8 mg) from 
the peak at 20 min. The residue (2.49 g out of 4.12 g) in 
fractions 52‒63, obtained on silica gel CC, was applied to 
ODS open CC to give a residue (107 mg) in fractions 
148‒159, which was then purified by DCCC to yield 52.0 mg 
of 8 and 24.7 mg of 3 in fractions 33‒42 and 43‒51, 
respectively. The residue (2.00 g) in fractions 64‒76, obtained 
on silica gel CC was subjected ODS open CC. The residue 
(256 mg) in fractions 59‒68 was applied to DCCC to give a 
residue (45.9 mg) in fractions 13‒16 which was purified by 
HPLC (MeOH-H2O, 3:7) to give 18.9 mg of 5 from the peak 
at 10 min. The residue (222 mg) fractions 69‒78 was 
subjected to DCCC to give a residue (48.2 mg) in fractions 
21‒26 which was finally purified by HPLC (MeOH-H2O, 3:7) 
to give 3.2 mg of 7 from the peak at 23 min.  
The residue (21.0 g) in fractions 8‒12 of the 40-60 % MeOH 
eluent, obtained on Diaion HP-20 CC was separated by silica 
gel CC (Φ =60 mm, L = 46 cm) CC and elution with CHCl3 
(2 L), CHCl3-MeOH [(99:1, 4 L), (97:3, 4 L), (19:1, 4 L), 
(37:3, 4 L), (9:1, 4 L), (7:1, 4 L), (4:1, 4 L), and (7:3, 3 L)], 
and MeOH (2 L), with 500 mL fractions being collected. The 
residue (2.60 g) in fractions 38‒45 was applied to ODS open 
CC and the residue (227 mg) thus obtained in fractions 
141‒151 was purified by DCCC to give 5.5 mg of 2 in 
fractions 94‒96. The residue (2.62 g) in fractions 46‒52 was 
similarly subjected to ODS open CC and the residue (311 mg) 
in fractions 127‒139 was purified by DCCC to give 139 mg 
of 4 in fractions 30‒40. 

Compound 1 Amorphous powder, [α]
25
D  ‒37.6 (c 0.17, 

MeOH); IR νmax (film) cm‒1: 3395, 2929, 1455, 1385, 1078, 
1036, 896; 1H-NMR (400 MHz, CD3OD): Table 1; 13C-NMR 
(100 MHz, CD3OD: Table 1; NMR: HR-ESI-MS (positive-
ion mode) m/z: 413.2150 [M+Na]+ (Calcd for C19H34O8Na: 
413.2145). 
 
Enzymatic hydrolysis of 1 
Compound 1 (5.3 mg) was hydrolyzed with 7.2 mg of β-
Glucosidase in 2 mL of H2O at 37 °C for 2 h and then 5 mg of 
crude hesperidinase was added. After 18 h, the reaction 
mixture was evaporated and subjected column CC (silica gel, 
20 g) with CHl3 (100 mL), CHCl3-MeOH (19:1, 100 mL), 
CHCl3-MeOH (9:1, 100 mL), CHCl3-MeOH (17:3, 100 mL) 
and CHCl3-MeOH (7:3, 100 mL), 12-mL fractions being 
corrected. Aglycone 1a (1.8 mg) and D-glucose (4.3 mg) were 
recovered in fractions 17-22 and 33-42, respectively. 

Aglycone 1a: Amorphous powder, [α]
28
D  ‒15.6 (c 0.12, 

MeOH); 1H-NMR (400 MHz, CD3OD): δ 0.89 (3H, s, H3-12), 
1.17 (3H, s, H3-13), 1.187 (3H, d, J = 6 Hz, H3-10), 1.191 
(3H, s, H3-11), 1.39 (1H, ddd, J = 2, 4, 12 Hz, H-2eq), 1.47 
(1H, ddd, J = 2, 10, 10 Hz, H-8a), 1.55 (1H, dd, J = 12, 12 
Hz, H-2ax), 1.71 (1H, dd, J = 11, 12 Hz, H-4ax), 1.80 (1H, 
ddd, J = 2, 5, 12 Hz, H-4eq), 1.91 (1H, ddd, J = 2, 12, 12 Hz, 
H-7a), 2.02 (1H, m, H-8b), 2.11 (1H, m, H-7b), 3.98 (1H, 
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ddd, J = 3, 5, 12 Hz, H-3), 4.10 (1H, qd, J = 6, 10 Hz, H-9); 
13C-NMR (100 MHz, CD3OD): δ 21.2 (C-10), 26.3 C-11), 
27.9 (C-13), 28.1 (C-7), 29.1 (C-12), 36.4 (C-8), 40.2 (C-1), 
46.9 (C-4), 47.0 (C-2), 65.3 (C-3), 78.0 (C-9), 78.9 (C-5), 
90.9 (C-6); HR-ESI-MS (positive-ion mode) m/z: 251.1627 
[M+Na]+ (Calcd for C13H24O3Na: 251.1617). 

D-glucose: [α]
25
D +35.7 (c 0.29, H2O, after being dissolved in 

the solvent).

Preparation of (R)-and (S)-MTPA esters (1b and 1c) from 
1a 
A solution of 1a (0.8 mg) in 1 mL of dry CH2Cl2 were reacted 
with (R)-α-methoxy-α-trifluoromethylphenylacetic acid 
(MTPA) (27 mg) in the presence of 1-ethyl-3-(3-
dimethylaminopropyl) carbodiimide hydrochloride (EDC) (18 
mg) and N,N-dimethyl-4-aminopyridine (4-DMAP) (12 mg). 
The mixture was then occasionally stirred at room 
temperature for 45 min. After the addition of CHCl3 (1.5 mL), 
the reaction mixture was successively washed with H2O (1 
mL), 4 M HCl (1 mL), NaHCO3-saturated H2O (1 mL), and 
brine (1 mL). The organic layer was dried with Na2SO4 and 
evaporated under reduced pressure. The residue was purified 
by preparative TLC [silica gel (0.25 mm thickness), being 
applied for 8 cm width, with development with CHCl3-MeOH 
(9: 1) for 9 cm and then eluting with CHCl3-MeOH (1: 1)] to 
furnish an ester 1b (0.5 mg) from the band at Rf = 0.67. 
Through the same procedure, 1c (0.1 mg, Rf = 0.59) were 
prepared from 1a (1.0 mg) using (S)-MTPA (42 mg), EDC 
(18 mg), and 4-DMAP (12 mg), respectively. 
(R)-MTPA ester of 1a (1b): Amorphous powder, 1H-NMR 
(400 MHz, CDCl3): δ 0.92 (3H, s, H3-12), 1.19 (3H, d, J = 6 
Hz, H3-10), 1.21 (3H, s, H3-13), 1.27 (3H, s, H3-11), 1.60 (1H, 
ddd, J = 2, 4, 12 Hz, H-2eq), 1.81 (1H, dd, J = 12, 12 Hz, H-
2ax), 1.85 (1H, ddd, J = 2, 5, 12 Hz, H-4eq), 1.93 (1H, dd, J = 
12, 12 Hz, H-4ax), 3.56 (3H, q, J = 1 Hz, -OCH3), 4.09 (1H, 
m, H-9), 5.44 (1H, m, H-3), 7.39-7.41 (3H, m, aromatic 
protons), 7.51-7.55 (2H, m, aromatic protons); HR-ESI-MS 
(positive-ion mode) m/z: 467.2011 [M+Na]+ (Calcd for 
C23H31O5F3Na: 467.2015). 
(S)-MTPA ester of 1a (1c): Amorphous powder. 1H-NMR 
(400 MHz, CDCl3): δ 0.90 (3H, s, H3-13), 1.20 (3H, d, J = 6 
Hz, H3-10), 1.23 (3H, s, H3-13), 1.26 (3H, s, H3-11), 1.53 (1H, 
ddd, J = 2, 4, 12 Hz, H-2eq), 1.73 (1H, dd, J = 12, 12 Hz, H-
2ax), 1.93 (1H, ddd, J = 2, 5, 12 Hz, H-4eq), 2.05 (1H, dd, J = 
12, 12 Hz, H-4ax), 3.55 (3H, q, J = 1 Hz, -OCH3), 4.09 (1H, 
m, H-9), 5.43 (1H, m, H-3), 7.39-7.41 (3H, m, aromatic 
protons), 7.52-7.55 (2H, m, aromatic protons); HR-ESI-MS 
(positive-ion mode) m/z: 467.2023 [M+Na]+(Calcd for 
C23H31O5F3Na: 467.2015). 
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成分本質（原材料）の分類にかかる照会様式（植物・動物等由来） 

照会年月日 年 月 日 

【申請番号】：厚労省が記入 

照会者： 名称  （担当者 ） 

TEL e-mail

下記の成分本質（原材料）につき、別添資料に基づき照会します。 

１．成分本質（原材料）の概要：植物・動物等由来 

項目 資料番号 

一般的名称 

他名等 

英名・現地名 

学名（科・属） 

使用部位 

同じ属又は科の既判断 
成分本質の分類 

品目及び判断： 

流通実態： 

その他の情報＊ 資料番号 

＊水，エタノール以外の抽出の場合は，判断しようとする成分本質（原材料）が何であるかを明らかにすること． 

例）●●のアセトン抽出物→原則不可（物質が特定できない場合は，２．含有成分等に関する情報に記載すること） 

△△△（物質名）→可

所管の地方自治体（提出先）  担当部局 （担当者 ） 

TEL e-mail

別紙 別紙１ 
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２．含有成分等に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

検索元 
□ SciFinder □ 化合物大辞典(CCD) □ KNApSAcK □ Google Scholar  

□ PubMed □ その他（                                                                              ） 

 

 

No. 化合物名 組成式 構造式 
CAS 

登録番号 
成分本質中の

含有量 
文献書誌情報 資料番号 

1       

 

2       

 

3       

 

4       

 

5       

 

       

 

 

含有成分等についての知見  資料番号 

（特に、部位や抽出溶媒の違いによる含有量の差など）  
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３．成分本質の医薬品としての使用実態に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

検索元 

□ 「日本薬局方」 □ 「欧州薬局方」 □ 「米国薬局方」 □ 「英国薬局方」 

□  「中国葯典」 □「香港中薬材標準」 □ その他各国医薬品公定書（        ） 

□ 「中薬大辞典」 □ 「和漢薬」  

□ 「The Complete German Commission E Monographs」 

□ 「WHO Monographs on Selected Medicinal Plants」 

□ KEGG MEDICUS 医薬品検索 □ FDA承認薬データベース □ EU EMA  

□ PMDA 医薬品検索 □ JAPIC 医薬品情報データベース □ 「保健薬辞典」 

□ その他（                                                                                       ） 

 

 

項目 資料番号 

国内での承認前例 □ 有 （      品目） □ 無  

海外での承認実態 □ 有 （      品目） □ 無  

（有の場合） 

医薬品名 承認国 効能効果 使用部位 用法用量 資料番号 

      

      

      

      

      

 

民間薬的な使用の有無 □ 有 □ 無 

（有の場合） 資料番号 

使用される国・

地域や使用部

位、用法等の知

見 
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4．含有成分等の医薬品としての使用実態に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

検索元 

□ 「日本薬局方」 □ 「欧州薬局方」 □ 「米国薬局方」 □ 「英国薬局方」 

□  「中国葯典」 □ その他各国医薬品公定書（                      ） 

□ KEGG MEDICUS 医薬品検索 □ FDA承認薬データベース  

□ EU EMA  □ PMDA 医薬品検索 □ JAPIC 医薬品情報データベース  

□ 「保険薬辞典」 □ その他（                                                                       ） 

 

 

項目 資料番号 

国内での承認前例 □ 有 （      品目） □ 無  

海外での承認実態 □ 有 （      品目） □ 無  

（有の場合） 

化合物No. 医薬品名 承認国 効能効果 用法用量 資料番号 

      

      

      

      

      

      

 

民間薬的な使用の有無 □ 有 □ 無 

（有の場合） 資料番号 

使用される国・

地域や用法等

の知見 
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5．食経験に関する情報 

項目 資料番号 

国内での食経験 □  有  □ 無  

（有の場合） 

流通形態（該当にチェックを入れること） 喫食部位 喫食実績 喫食量  

□ 生食 □ 料理 □ その他（        ）  年以上 トン／年  

□ 生食 □ 料理 □ その他（        ）  年以上 トン／年  

海外での食経験 □ 有   □ 無  

（有の場合） 

国・地域 流通形態（該当にチェックを入れること） 喫食部位 喫食実績 喫食量 資料番号 

 
□ 生食 □ 料理 □ サプリメント 
□ その他（        ） 

 年以上 トン／年  

 
□ 生食 □ 料理 □ サプリメント 
□ その他（        ） 

 年以上 トン／年  

 
□ 生食 □ 料理 □ サプリメント 
□ その他（        ） 

 年以上 トン／年  

今後想定される

商品形態 
□  有  □ 無  

（有の場合） 

 

食経験と有害事象についての知見 資料番号 
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6．成分本質の安全性に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

検索元 

□ RTECS（Registry of Toxic Effects of Chemical Substances）  

□ 「Dictionary of Plant Toxins」 □ ChemIDplus Advanced 

□ 「Poisonous Plants」 □ Google Scholar □ 「健康食品」の安全性・有効性情報 

□ 「Botanical Safety Handbook (メディカルハーブ安全性ハンドブック)」 

□ 「The Botany and Chemistry of Hallucinogens」 

□ EFSA(European Food Safety Authority )  □ ADMEデータベース 

□ PubMed □ その他（                                                                              ） 

 

 

項目 資料番号 

成分本質の急性毒性データ □ 有 □ 無  

成分本質の急性以外の毒性

データ 

□ 有  

（亜急性・慢性・発がん性・遺伝毒性・感作性 等） 

□ 無  

麻薬・覚醒剤様作用 □ 有 □ 無  

（有の場合） 

毒性試験の

種類 
OECDガイド

ライン番号 

成分本質の投

与形態（エキ

ス，粉末等＊） 
対象動物 投与経路 毒性値 文献書誌情報 資料番号 

        

 
  

    
 

 
  

    
 

＊毒性試験に使用した試料の製造方法についても示すこと． 

 

体内動態や薬理作用についての知見 資料番号 
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7．含有成分等の安全性に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

検索元 

□ RTECS（Registry of Toxic Effects of Chemical Substances）

□ 「Dictionary of Plant Toxins」 □ ChemIDplus Advanced

□ INCHEM □ Google Scholar □ 「健康食品」の安全性・有効性情報

□ 「Botanical Safety Handbook  (メディカルハーブ安全性ハンドブック)」

□ 「The Botany and Chemistry of Hallucinogens」

□ EFSA(European Food Safety Authority )  □ ADMEデータベース

□ PubMed □ その他（  ） 

項目 資料番号 

7-1. 含有成分の急性毒

性データ

□ 有 □ 無

7-2. 含有成分の急性以

外の毒性データ

□ 有

（亜急性・慢性・発がん性・遺伝毒性・感作性 等） 

□ 無

7-3. 麻薬・覚醒剤様作用 □ 有 □ 無

（上記で検索対象とした各含有成分のデータ） 

7-1. 含有成分の急性毒性データ

化合物No. 
毒性試験

の種類 
 OECDガイド

ライン番号
対象動物 投与経路 

毒性値（有（数値

記入）・データ無） 
文献書誌情報 資料番号 

7-2. 含有成分の急性以外の毒性データ

化合物No. 
毒性試験

の種類 
 OECDガイド

ライン番号
対象動物 投与経路 

毒性値（有（数値

記入）・データ無） 
文献書誌情報 資料番号 

7-3. 麻薬・覚醒剤様作用

化合物No. 
毒性試験

の種類 
 OECDガイド

ライン番号
対象動物 投与経路 

毒性値（有（数値

記入）・データ無） 
文献書誌情報 資料番号 
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体内動態や薬理作用についての知見  資料番号 
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８．諸外国における評価と規制に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

米国ハーブ製品協会 （AHPA） による安全性

クラス分類 
□ 有 

クラス：                          

□ 無  

ドイツ薬用植物評価委員会（Commission E）

による認定ハーブ 
□ 該当 □ 非該当  

米国食品医薬品庁 (FDA) のGRAS物質 □ 該当 □ 非該当  

欧州食品安全機関（EFSA）による分類 

（新規食品・伝統食品など） 
□ 該当 □ 非該当  

その他機関による評価 □ 有 □ 無  
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9．資料リスト 
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検索元情報 
 

2. 含有成分等に関する情報 

□ SciFinder https://www.jaici.or.jp/SCIFINDER/ 

□ 化合物大辞典 (CCD)  https://www.jaici.or.jp/wcas/wcas_chapman2.htm 

□ KNApSAcK  http://www.knapsackfamily.com/KNApSAcK/ 

□ Google Scholar  https://scholar.google.co.jp/ 

□ PubMed  https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/ 

 

3. 成分本質の医薬品としての使用実態に関する情報 

4. 含有成分等の医薬品としての使用実態に関する情報 

□ 「第17改正日本薬局方」 https://www.pmda.go.jp/rs-std-jp/standards-development/jp/0013.html 

□ 「欧州薬局方 (European Pharmacopoeia, EP)」   

□ 「米国薬局方 (United States Pharmacopoeia, USP)」 

□ 「英国薬局方 (British Pharmacopoeia, BP)」 

□ 「中華人民共和国葯典 (Pharmacopoeia of the People's Republic of China, CP)」 

□ 「香港中薬材標準 (HongKong Chinese Materia Medica Standard, HKCMMS)」

 https://www.cmro.gov.hk/html/eng/GCMTI/hkcmms/volumes.html 
□ 「The Complete German Commission E Monographs」 

 http://cms.herbalgram.org/commissione/index.html 
□ 「WHO Monographs on Selected Medicinal Plants」 

vol.1  https://apps.who.int/medicinedocs/en/d/Js2200e/ 
vol.2 https://apps.who.int/medicinedocs/en/d/Js4927e/ 
vol.3 https://apps.who.int/medicinedocs/en/m/abstract/Js14213e/ 
vol.4 https://apps.who.int/medicinedocs/en/m/abstract/Js16713e/ 

※海外の薬局方の調べ方 

□ 国立国会図書館「海外の薬局方」  

https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-400059.php 
※海外の薬局方の出版元など 

□ 日本医薬情報センター「世界の公定書」 https://www.japic.or.jp/service/library/cou_official.html 

□ 「中薬大辞典」  上海化学技術出版社、小学館編 小学館、1985.12 

https://ci.nii.ac.jp/ncid/BN01241405 
□ 「和漢薬」 赤末金芳著 医歯薬出版、1980.3 https://ci.nii.ac.jp/ncid/BN15896592 

 
□ KEGG MEDICUS (医薬品検索) https://www.kegg.jp/medicus-bin/search_drug 

□ Drugs@FDA (承認薬データベース) https://www.accessdata.fda.gov/scripts/cder/daf/index.cfm 

□ European Medicines Agency (EMA) https://www.ema.europa.eu/en/medicines 

□ PMDA 医療用医薬品検索  https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

□ PMDA一般用医薬品検索  https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/otcSearch/ 

□ JAPIC 日本の新薬データベース

 https://www.shinsahoukokusho.jp/dar_us/dar/search/usDarSearch.jsp 
 
□ 「JAPIC医療用・一般用医薬品集」  https://www.japic.or.jp/service/cd/iyakuhinsyuu.html 
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□ 「保険薬辞典」 

 https://www.jiho.co.jp/shop/list/detail/tabid/272/pdid/51926/Default.aspx#RelevanceItem 
 

6. 成分本質の安全性に関する情報 

7. 含有成分等の安全性に関する情報 

□ RTECS (Registry of toxic Effects of Chemical Substances) https://www.jaici.or.jp/stn_web/index.html 

□ ChemIDplus Advanced  https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/chemidlite.jsp 

□ Internationally Peer Reviewed Chemical Safety Information (INCHEM) http://www.inchem.org/#/search 

□ Google Scholar  https://scholar.google.co.jp/ 

□ 医薬基盤健康栄養研 「健康食品」の安全性・有効性情報 https://hfnet.nibiohn.go.jp/contents/indiv.html 

□ 「Dictionary of Plant Toxins」Edited by Jeffrey B. Harborne and Herbert Baxter; Associate Editor Gerard 

P. Moss. John Wiley & Sons, Chichester. 1996. https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/jm9703202 
□ 「Poisonous Plants: a color field guide」 Lucia Woodward. David & Charles, 1985 

□ 「Botanical Safety Handbook」 Edited by Zoe Gardner and Michael McGuffin, CRC Press, 2013 

http://www.ahpa.org/Resources/BotanicalSafetyHandbook.aspx 
□ 「メディカルハーブ安全性ハンドブック」 ゾーイ・ガ－ドナー、マイケル・アクガフィン 編著、今知美 訳、林

真一郎、渡辺肇子 日本語監訳、小池一男 日本語版監修、東京堂出版、2016.3 

https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB21006436 
□ 「The Botany and Chemistry of Hallucinogens」 Richard E. Schultes and Albert Hofmann. Charles C. 

Thomas, 1981 
□ EFSA (European Food Safety Authority)  

Compendium of Botanicals   http://www.efsa.europa.eu/en/data/compendium-botanicals 
https://dwh.efsa.europa.eu/bi/asp/Main.aspx?rwtrep=301 
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/2663 

 
□ ADME Database (薬物動態データベース) 

 https://www.fujitsu.com/jp/group/kyushu/solutions/industry/lifescience/asp/adme-database/ 
□ PubMed  https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/ 

 
□ OECD毒性試験ガイドライン (翻訳版) http://www.nihs.go.jp/hse/chem-info/oecdindex.html 

 

8. 諸外国における評価と規制に関する情報 

【米国ハーブ製品協会 (AHPA) による安全性クラス分類】 

□ 「Botanical Safety Handbook」 Edited by Zoe Gardner and Michael McGuffin, CRC Press, 2013 

http://www.ahpa.org/Resources/BotanicalSafetyHandbook.aspx 
□ 「メディカルハーブ安全性ハンドブック」 ゾーイ・ガ－ドナー、マイケル・アクガフィン 編著、今知美 訳、林

真一郎、渡辺肇子 日本語監訳、小池一男 日本語版監修、東京堂出版、2016.3 

【ドイツ薬用植物評価委員会 (Commission E) による認定ハーブ】 

□ 「The Complete German Commission E Monographs」 

 http://cms.herbalgram.org/commissione/index.html 

【米国食品医薬品庁 (FDA) のGRAS物質】 

□FDA 「SCOGS Database」 https://www.accessdata.fda.gov/scripts/fdcc/?set=SCOGS 
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【欧州食品安全機関 (EFSA) による分類】 

□ EU Novel Food Catalogue

http://ec.europa.eu/food/safety/novel_food/catalogue/search/public/index.cfm 
□ Food Additives https://webgate.ec.europa.eu/foods_system/main/index.cfm 
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成分本質（原材料）の分類にかかる照会様式（その他（化学物質等）） 

照会年月日 年 月 日 

【申請番号】：厚労省が記入 

照会者： 名称  （担当者 ） 

TEL e-mail

下記の化学物質等につき、別添資料に基づき照会します。 

１．成分本質（原材料）：その他（化学物質等）の概要 

項目 資料番号 

□ 単一化合物  □ 化合物群  □ 酵素  □ その他

一般的名称 

他名等 

組成式・構造式 

CAS番号・EC番号 

由来となる主な動植物等と部位等 

由来となる主な動植物等の含有量 

同じ化合物群又は酵素群の既判断 
成分本質の分類 

品目及び判断： 

流通実態： 

その他の情報＊ 資料番号 

＊水，エタノール以外の抽出の場合は，判断しようとする成分本質（原材料）が何であるかを明らかにすること． 

例）●●のアセトン抽出物→原則不可（物質が特定できない場合は，２．含有成分等に関する情報に記載すること） 

△△△（物質名）→可

所管の地方自治体（提出先）  担当部局 （担当者 ） 

TEL e-mail

別紙２ 
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２．個別化合物に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

検索元 
□ SciFinder □ 化合物大辞典(CCD) □ KNApSAcK □ Google Scholar  

□ PubMed □ その他（                                                                              ） 

 

 

No. 化合物名 組成式 構造式 
CAS 

登録番号 
文献書誌情報 資料番号 

1      

 

2      

 

3      

 

4      

 

5      

 

      

 

 

個別化合物についての知見  資料番号 

（特に、化合物群中の個別化合物の含有量（比率）など）  
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３．化学物質等の医薬品としての使用実態に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

検索元 

□ 「日本薬局方」 □ 「欧州薬局方」 □ 「米国薬局方」 □ 「英国薬局方」 

□  「中国葯典」 □ その他各国医薬品公定書（                     ） 

□ KEGG MEDICUS 医薬品検索 □ FDA承認薬データベース □ EU EMA  

□ PMDA 医薬品検索 □ JAPIC 医薬品情報データベース □ 「保険薬辞典」  

□ その他（                                                                   ） 

 

 

項目 資料番号 

国内での承認前例 □ 有 （      品目） □ 無  

海外での承認実態 □ 有 （      品目） □ 無  

（有の場合） 

医薬品名 承認国 効能効果 用法用量 資料番号 

     

     

     

     

     

     

 

民間薬的な使用の有無 □ 有 □ 無 

（有の場合） 資料番号 

使用される国・

地域や用法等

の知見 
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4．化学物質等の食経験に関する情報 

項目 資料番号 

国内での食経験 □  有  □ 無  

（有の場合） 

流通形態（該当にチェックを入れること） 喫食実績 喫食量  

□ 調味料 □ 食品添加物 □ その他（        ） 年以上 トン／年  

□ 調味料 □ 食品添加物 □ その他（        ） 年以上 トン／年  

海外での食経験 □ 有   □ 無  

（有の場合） 

国・地域 流通形態（該当にチェックを入れること） 喫食実績 喫食量 資料番号 

 
□ 調味料 □ 食品添加物 □サプリメント 
□ その他（       ） 

年以上 トン／年  

 
□ 調味料 □ 食品添加物 □サプリメント 
□ その他（      ） 

年以上 トン／年  

 
□ 調味料 □ 食品添加物 □サプリメント 
□ その他（      ） 

年以上 トン／年  

今後想定される

商品形態 
□  有  □ 無  

（有の場合） 

 

食経験と有害事象についての知見 資料番号 

（アグリコン（非糖部）の情報がなくとも、配糖体としての食経験がある場合は追記すること）  
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5．由来となる動植物の食経験に関する情報 

項目 資料番号 

国内での食経験 □  有  □ 無  

（有の場合） 

由来となる動植物等の名称： 

流通形態（該当にチェックを入れること） 喫食部位 喫煙実績 喫食量  

□ 生食 □ 料理 □ その他（        ）  年以上 トン／年  

□ 生食 □ 料理 □ その他（        ）  年以上 トン／年  

海外での食経験 □ 有   □ 無  

（有の場合） 

由来となる動植物等の名称： 

国・地域 流通形態（該当にチェックを入れること） 喫食部位 喫煙実績 喫食量 資料番号 

 
□ 生食 □ 料理 □サプリメント 
□ その他（        ） 

 年以上 トン／年  

 
□ 生食 □ 料理 □サプリメント 
□ その他（        ） 

 年以上 トン／年  

 
□ 生食 □ 料理 □サプリメント 
□ その他（        ） 

 年以上 トン／年  

 

食経験と有害事象についての知見 資料番号 
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6．化学物質等の安全性に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

検索元 

□ RTECS（Registry of Toxic Effects of Chemical Substances）  

□ 「Dictionary of Plant Toxins」 □ ChemIDplus Advanced 

□ 「Poisonous Plants」 □ Google Scholar □ 「健康食品」の安全性・有効性情報 

□ 「Botanical Safety Handbook (メディカルハーブ安全性ハンドブック)」 

□ 「The Botany and Chemistry of Hallucinogens」 

□ EFSA(European Food Safety Authority )  □ ADMEデータベース 

□ PubMed □ その他（                                                                              ） 

 

 

項目 資料番号 

化学物質等の急性毒性デー

タ 

□ 有 □ 無  

化学物質等の急性以外の毒

性データ 

□ 有  

（亜急性・慢性・発がん性・遺伝毒性・アレルゲン 等） 

□ 無  

麻薬・覚醒剤様作用 □ 有 □ 無  

（有の場合） 

化合物名* 
毒性試験

の種類 
OECDガイド

ライン番号 
投与形態 対象動物 投与経路 毒性値 

文献書誌

情報 
資料番号 

          

  
  

    
 

  
  

    
 

 *化合物群等の場合，その名称を記載し，個別化合物についての毒性情報がある場合，個別に記載すること． 

  また、毒性試験に使用した試料の製造方法についても示すこと． 

体内動態や薬理作用についての知見 資料番号 
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７．諸外国における評価と規制に関する情報 

項目（調べたものにチェックを入れること） 資料番号 

米国食品医薬品庁 (FDA) のGRAS物質 □ 該当 □ 非該当

欧州食品安全機関（EFSA）による分類 

（新規食品・伝統食品など） 
□ 該当 □ 非該当

その他機関による評価 □ 有 □ 無
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8．資料リスト 
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検索元情報 
 

2. 個別化合物に関する情報 

□ SciFinder https://www.jaici.or.jp/SCIFINDER/ 

□ 化合物大辞典 (CCD)  https://www.jaici.or.jp/wcas/wcas_chapman2.htm 

□ KNApSAcK  http://www.knapsackfamily.com/KNApSAcK/ 

□ Google Scholar  https://scholar.google.co.jp/ 

□ PubMed  https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/ 

 

3. 化学物質等の医薬品としての使用実態に関する情報 

□ 「第17改正日本薬局方」 https://www.pmda.go.jp/rs-std-jp/standards-development/jp/0013.html 

□ 「欧州薬局方 (European Pharmacopoeia, EP)」   

□ 「米国薬局方 (United States Pharmacopoeia, USP)」 

□ 「英国薬局方 (British Pharmacopoeia, BP)」 

□ 「中華人民共和国葯典 (Pharmacopoeia of the People's Republic of China, CP)」 

※海外の薬局方の調べ方 

□ 国立国会図書館「海外の薬局方」  

https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-400059.php 
※海外の薬局方の出版元など 

□ 日本医薬情報センター「世界の公定書」 https://www.japic.or.jp/service/library/cou_official.html 

 
□ KEGG MEDICUS (医薬品検索) https://www.kegg.jp/medicus-bin/search_drug 

□ Drugs@FDA (承認薬データベース) https://www.accessdata.fda.gov/scripts/cder/daf/index.cfm 

□ European Medicines Agency (EMA) https://www.ema.europa.eu/en/medicines 

 
□ PMDA 医療用医薬品検索  https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

□ PMDA一般用医薬品検索  https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/otcSearch/ 

□ JAPIC 日本の新薬データベース

 https://www.shinsahoukokusho.jp/dar_us/dar/search/usDarSearch.jsp 
 
□ 「JAPIC医療用・一般用医薬品集」  https://www.japic.or.jp/service/cd/iyakuhinsyuu.html 

□ 「保険薬辞典」 

 https://www.jiho.co.jp/shop/list/detail/tabid/272/pdid/51926/Default.aspx#RelevanceItem 
 

6. 安全性に関する情報 

□ RTECS (Registry of toxic Effects of Chemical Substances) https://www.jaici.or.jp/stn_web/index.html 

□ ChemIDplus Advanced  https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/chemidlite.jsp 

□ Internationally Peer Reviewed Chemical Safety Information (INCHEM) http://www.inchem.org/#/search 

□ Google Scholar  https://scholar.google.co.jp/ 

□ 医薬基盤健康栄養研 「健康食品」の安全性・有効性情報 https://hfnet.nibiohn.go.jp/contents/indiv.html 

□ 「Dictionary of Plant Toxins」Edited by Jeffrey B. Harborne and Herbert Baxter; Associate Editor Gerard 

P. Moss. John Wiley & Sons, Chichester. 1996. https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/jm9703202 
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□ 「Poisonous Plants: a color field guide」 Lucia Woodward. David & Charles, 1985

□ 「Botanical Safety Handbook」 Edited by Zoe Gardner and Michael McGuffin, CRC Press, 2013 

http://www.ahpa.org/Resources/BotanicalSafetyHandbook.aspx 
□ 「メディカルハーブ安全性ハンドブック」 ゾーイ・ガ－ドナー、マイケル・アクガフィン 編著、今知美 訳、林

真一郎、渡辺肇子 日本語監訳、小池一男 日本語版監修、東京堂出版、2016.3 

https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB21006436 
□ 「The Botany and Chemistry of Hallucinogens」 Richard E. Schultes and Albert Hofmann. Charles C.

Thomas, 1981
□ EFSA (European Food Safety Authority)

Compendium of Botanicals   http://www.efsa.europa.eu/en/data/compendium-botanicals 
https://dwh.efsa.europa.eu/bi/asp/Main.aspx?rwtrep=301 
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/2663 

□ ADME Database (薬物動態データベース)

https://www.fujitsu.com/jp/group/kyushu/solutions/industry/lifescience/asp/adme-database/ 
□ PubMed  https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/

□ OECD毒性試験ガイドライン (翻訳版) http://www.nihs.go.jp/hse/chem-info/oecdindex.html 

7. 諸外国における評価と規制に関する情報

【米国食品医薬品庁 (FDA) のGRAS物質】 

□FDA 「SCOGS Database」 https://www.accessdata.fda.gov/scripts/fdcc/?set=SCOGS

【欧州食品安全機関 (EFSA) による分類】 

□ EU Novel Food Catalogue

http://ec.europa.eu/food/safety/novel_food/catalogue/search/public/index.cfm 
□ Food Additives https://webgate.ec.europa.eu/foods_system/main/index.cfm 
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